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業 界 の 発 展 並 び に 組合 員の 社 会 的 地 位 の 向 上 に 努 め

研 鐙 と 融 和 を 図 り 一視 同仁 の 精 神 を め ざ す と 共 に

企 業 の 健 全 なる 経 営体 制 を促 進 し そ の 成 長 発 展 に よ

り 地 域 社 会 に貢 献 す る

●ご挨 拶 … …… …・… …… … … … ……・…・… … … 千 葉 市 長 松 井

●川遊 びの思 い出 … 財団 法人千葉市都市整備公社 副理事長 小 川

●挨拶 雑 感 … …・…・… … …・ 千 葉 市 住 宅 供 給 公社 常 務 理事 三 橋

●ご挨 拶 ・・… … … … … …・… … … 千 葉 市 都 市局 建 築 部 部 長 道 塚

● 人 事 異 動 を 振 り 返 っ て … … …・…・… …・…・… … …・… …・…

ノ

千葉市都市局建築部電気設備課課長補佐 高 山

●公共工事発 注について ………… （励千葉電設協 会理事長 岩 崎

●非 利 法 権 天 … …・・… … … …・… … ㈱大 東 電設 代 表 取 締役 渡 部

● ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス の 到 来 … …・… …・… …・… …・・… … … …・

松下電器産業㈱千葉電材営業所長 小 川

●賛助会員部 門別名簿

●第１３回通常総会開催

●監理技術者及 び現場代 理人講習 会開催について

●施設見学研修会

●第３６回 ゴル フ コ ン ペ 開 催

●平成９年度経営研修会開催

●第４回麻雀大会開催

●第１回つり大会開催

●事務局だより

●公共工事コス ト縮減要項について

●入札結果報告
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」

（協）千 葉 電 設 協 会 だ より （１）

ご 挨 拶

千葉 市 長 松 井 旭

この度、 協 同組合千葉電設協 会に は、 会報 「千葉電設協 会だより」 第１２号を発刊さ

れ ま した こ と、 心 か ら お 祝 い 申 しあ げま す。

貴組合皆 様方には、 日頃より 岩崎理事長さんを先頭 に一致協力され、 様 々 な課題に

積極的に取 り組まれ、 業界の発 展に努められますとと もに、 市政に対しま しても多大

なる ご支援 ・ ご協力を賜ってお りますこと、 心から敬 意と感謝の意を表す る次第であ

り ま す。

また、 こ の度、 千葉電友会よ り千葉電設協会と改称 され、 新名称のもと 組合員皆様

の一層 緊密 な連携と協力関係が 確立されま したこと、 誠に喜 ばしくさらな る飛躍をご

期待する次第であります。

さてわが 国の経済状況は、 緩 やかな回復基調 が続い ておりますが。 価格 破壊・産業

の空洞化・雇用問題等の不安材料を抱え、 先行きは不透明感が大勢を占めている中で、

国におきま しては財政赤字の縮 減 に向 けた財政構造改 革が本格的に進めら れており、

国庫補助金 や地方債の縮減な どにより、 地方公 共団体 にとりま しても厳し い財政状況

が余儀無くされております。

このよう な中、 本市では、 国 の財 政構造改革の 影響 と、 社会経済情勢に 的確かつ弾

力的 に対応 し、 ８６万市民が 日々 の生活の中 で豊 かさを実感 し、 いきいきと安 心 して暮

らせるよう、 新たな視点に立ち 勇 断を持って市 政運営 に取り 組んでいると ころであり

ま す。

一 方、 皆 様方の 業界を取り巻 く 環境も厳 しい 経済状 況の中 で大変なもの があろうか

と存 じます が、 皆 様方には、 電 気 設備機 器の著 しい技術 革新 が進 む中、 各 種電気設備



（２） （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

工事にかか る技術・技能につい ての講習 や研修会を実施 される など優 れた 技能の習 得

を通 じ業界 の発展、 また市民生 活にも大きく寄与され ておりますこと、 大 変あり がた

く、 心強く存 じている次第であります。

どう か 皆 様 方 に は
、
さ ら に 一 致 協力 さ れ、 業界 の発 展 に 努 め ら れま すと とも に、 市

政に対 しま しても旧に倍 して ご支援 ・ご協力 を賜りま す よう 心からお 願い 申 しあ げる

次第であります。

おわりに、 協同組合・千葉電設協 会の今後ま すますの ご発展と 会員皆様 方の ご健勝・

ご活躍をお祈りいたしまして ご挨拶といたします。



」

（協） 千 葉 電 設 協 会 だ よ り
‘

（３）

川 遊 び の 思 い 出 （そ の２）

社団法人千葉市都市整備公社 副理事長 小 川 俊 夫

今年 も ま た 梅 雨 の季 節 がや っ てき ま した。 今 年 は、
どこ の 川、

どの 沢 へ 行 こ う か と

血 が騒ぎま す。 夜、 布団 に入っ てから過去の 事を振り 返って、 特 に想い出 の強いもの

（失敗例を 含めて） が走馬灯の よう に頭の中 を巡りま す。 楽 しかった時の ことほ ど、

ま た 求 めた く な る も ので す。

そ んな 事 の あ る 朝、 テ レ
ビの ニュ ー ス で、

秋田 県 八 幡 平 に ある 温 泉 が 土 石 流 で 流 さ

れ たと いう 放送で目 が覚めま した。 その温泉 は、 私た ちが川遊 びの後半に いつも定宿

に し てい る 所 で、 渓 流 釣 り で 疲 れた 身 体 を 休め、
そ こ か ら帰 路 に つ く 所 で あ り ます。

この温泉 は、 旅館部と湯治部 に分か れていて、 私た ちはいつも旅館部の 方でお世話

になってい ま した が、 今年こそ は湯治部の方 に宿泊 し、 釣りあ げた川魚と 周辺の山か

らふ んだん に採れる山の幸を使 って。 勝手気ままな料 理を造ってみたいと 楽 しみにし

て い た 矢 先 の 出 来 事 で あ り ま し た。 な を、 テ レ ビの 報 道 で は 幸 い な こ と に、 人 身 の被

害は無いとの事 でありま した。

このよう な理由で今年の釣り 計画の一部は変更する ことになり、 場所の 選定につい

て模索 して いる時、 秋田県出身 の知 人から渓流つりな ら、 マタ ギの里で知 られている

「阿仁」 へ 行って見ないかとい う話 があり、 早速その 人に協力 してもらい 資料を取り

寄せるな ど調査 したところ、 同 行者達もおも しろそう だということになり 「阿仁」 行

き に 決 定 い た しま した。

阿仁 町の 旅館では、 渓流釣り のため土地の 図面を用 意 しており、 それを 借りて沢へ



（４） （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

入る事に しま した。 沢へ下り る前の二つ のことに感動さ せられたので紹介 します。

その 一 つ は
、
林 道 を 山 奥 へ進 む ほ ど に、 今

ま で 見 た こ との な い 杉 山 に出 会 い ま した。

よく見 ると沢沿 いの周辺を 除いて全山、 杉 山で あ り、 １００年位 は経って いると思 われ

る杉の木は 枝打ち、 下草の手入 れ等がよく行 き届 いていて、 それはす ばら しく見事な

景 観 で あ り ま し た
、
もう 一つ は、 沢

を 覆っ て いる 木々 の 若 葉 の色 で、
初 夏 を 歌 う 小 鳥

のさえづりと共にす ばらしい眺めでありま した。

ひと休み の後、 待望の沢へ入 りました。 竿をおろしてす ぐに型の良いイ ワナ が一匹

つ れ ま した が、 そ の 後 サ ッ パリ 当 た り があ り ま せ ん。 つ り 場 の ポイ ン トを 見 付 け、 ど

ん どん上流 部に進むほ どに足 場 が悪くなり疲 れもあっ て、 歩行 が困難とな ってきま し

た。 沢 か ら 出 よう と 思 い 足 場を 探 した が、 沢が揺 鉢 の ような 一 枚 岩 に成っ て いて、 滑 っ

て 沢 か ら 出 ら れ な い、 宿
を 出る 時、 沢 の 上 流 に は 熊 が 出 る か ら気 を 付 け る よ う に言 わ

れ た の を 思 い 出 して、
だ ん だ ん不 安 に なっ て き た、 そ ん な 時、 上 流 の 茂み の 中 か ら

「ギャー」 という 悲鳴が聞こえ た。 私は疲 れて足 が上 がらな い状態であっ たが、 背筋

が、 ゾー ト して、
寒 気 を 感 じ、 突 然、 身体 が 宙

を 舞う よ う に 下流 目 が けて 一目 散
、
ず

ぶ 濡 れに な っ て、 沢 の
水 を 掻き 分 け て い た。

ど の位 走 っ た か、 下流 にい た 仲 間 の姿 を

見 た 時 は
、
ホ ッ ト した 安 心 感 で つ い 座り 込 み ま し た。

そ んな事 があったせいか、 他 の場所に移っ ても阿仁 での釣 りの成果はな く、 二日後

には、 岩手県北上山中のいつもの沢で釣り糸を垂れておりま した。

この沢は 毎年、 台風等による 変化はあるものの、 私 達は沢を知り尽く し ているため

か、 各 ポイ ン トで 確 実 に 釣 果 を あ げる こ と が 出 来、 今 年も 調 子 良 く、 イ ワ ナ 約３０匹 の

成果をあ げ満足を して帰路につきま した。



」

（協）千 葉 電 設 協 会 だ より （５）

挨 拶 雑 感

千葉市住宅供給公社 常務理事 三 橋 功

この度、 千葉電友会より、 千 葉電設協 会と 新たに名 称変 更され、 会員相 互の一層 の

協 力関係が確 立され、 益々 の ご発展を祈念 申し上げます。

私は、 昭和３５年、 千葉市役 所に奉職 以来３７年間 建築行 政一筋 に 参与し、 今年３月 に

退 職 しま した が
、 ４月
か ら 当 公 社 に 勤 務 して お り ま す。

在 職 中 に は
、
当 協 会 の 皆 様 に は、

大 変 ご協 力 を 頂 き ま し た。
公社 事 業 に つ い て も ご

協力頂いておりますこと、 厚く御礼申し上 げます。

「日 常生活の 中で美 しい と思う言 葉」 を某中 学校で選 ばせたとこ ろ、 その ベス ト５

は、 「お か あ さ ん、 お は よ う、 あ り が
と う
、
は い、 あ

な た」 で あ っ た と い う。 オア シ

ス 運動 の 「オ ア シ ス」 と は、 「お は よ う、 あ り が と う、 しつ れ い、 す み
ま せ ん」 の頭

文 字 で、 こ の４っ の 言 葉 を 忘 れ ずに い よ う。 と い う の が オ ア シ ス 運 動 の 目 的 で あ り、

彼 等の約 束事であるという。 「美しい日本語」 と して、 多くの 人が指摘し ている言葉

のう ち、 半数以 上が挨拶語と いうことです。

私 は、 前 夜、
酒 を 飲み 過 ぎな い 限り 朝 は

、
ジョ ギ ン グを しま す。

そ の 時、
お 互 い に

かわす 「お はよう」 の一言はす がす がしい感 じがしま す。 山 へ行 けば、 す れ違う人と

は、 気軽に 出来る 「おはよう、 こんにち わ」 も通常で はなかな か出来るも のではあり

ま せん。 や たらに、 挨拶でもし よう ものなら 「あいつ は何だ」 と思わ れる のが関の山

で す。

平 成２年 だ っ た か、 初 め て の 海 外 出 張 で、
ア イ ルラ ン ドの ダ ブリ ン市 郊 外で、

朝 の



（６） （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

散 歩 と 思っ て、 小 高 い 岬 へ 行 っ た 時
だ っ た か、 丁 度、 水 平 線 か ら 太 陽 が昇 っ て 来 た と

ころ で、 ジョ ギン グ中 の 夫 婦が 「グモ
ー ニ ン グ」 の 挨 拶 と、 日 の 出 を 指し て 「オ ー

ビ ュ

ウテイ フルサ ンライズ」 と２回も３回も繰り 返し声をかけら れま した。 思わず その美 し

さ に 目 を み はり、 し
ば らく、 太 陽 の 昇 る の に 見 と れ て い ま し た。 朝 の ジー ン と 来 る 冷

え 込 み は 肌 に 感 じま した が、 こ んな 挨 拶 を さ れ、 大 変 親 し み を 感 じ ま し た。

毎 日、 顔
を 合 わす 人で も、

一 度 言 い そ びれ て しま う と、 な か な か 言 い 出 せ な い の は

挨 拶 で す。 挨 拶は、 人 の出 会 い の 始 ま り で あ り、 そ し て、 コ ミ ニ ケ ー シ ョ ン は、 挨 拶

から始まるものと 思います。 「美しい日本語」 と して気軽に言いたいものです。

お わ り に、 新名 称 のも と に、 理事 長 さ ん を先 頭 に 一 致 協力 さ れ、 ま すま す の 発 展 と、

会員 皆様の ご健康、 ご活躍 を祈 念申し上 げます。

　
蜜
粛１』 顯

蝦

慈



（協）干 葉 電 設協 会 だ よ り （７）

こ 挨 拶

千葉市都市局建築部 部長 道 塚 元 嘉

組合員の皆様には益々 ご清祥のこととお喜 び申 し上げます。

また、 こ の度は貴組合が新名 称のもとでスター トさ れ、 皆様が一層 の連 帯のもとに

業界の発展 に努め られるとのこ と、 誠に時宣をえたも のであり心からお祝 い申し上げ

る 次 第 で す。

私も本年４月 に建築部長 に就任い た しま した が、 日 頃の本市 に対する 皆様方か らの

種々のお力 添えに は衷心より感 謝申し上 げますととも に、 今後とも何卒よ ろ しくお願

い 致 しま す。

とこ ろで、 立場 が変わります といただく名刺も 大判 広範囲の皆様からの ものとなり

ま す。 実 は、 私 は 名 刺 は そ の 人 の 顔 で ある と いう 考え を も っ てお り ま して、 様 々 に 違

う名 刺を日 頃出来 るだけ多く保 管しておくようにしています。 お会い して いた だく名

刺 はもとよ りです が、 一言あい さつの添えられている ものな どは、 こ れは 毎年の年賀

状にもいえ ることなのですが、 その方のお人柄や熱意 がしの ばれるようで、 私のとて

も 大 事 に して い る こ と の 一 つ で す。

物 の 本 に よ り ま す と、 名 刺 は１６世 紀 頃 に，
ドイ ッ で 使 わ れ て い た ら しく、 １５６０年 に

ベニスにい た ドイ ツの留学生が、 帰国のおりに世話に なっ た教授たち を訪 問した際、

相手が不在 の家に は自分の名前 を書いた紙片をおいて きたのだそうで、 そ のような風

習 は イ タ リ ヤ で は 知 ら れ てい な か っ たと、 当 時 の 文 献 に は 残 っ て い る
と の こ と。 こ れ

が西洋 にお ける名 刺の最も古い 記 録と見 られて いる が、 この風習事態はそ れよりはる



（８） （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

か に 古 い 時代 に 中 国 で お こな わ れ て い たと い う 話 しで す、 １８世 紀 末 に は ヨ
ー ロ ッ パ 中

で社交のた めに名刺 がつかわれる よう になったとのこ とですが、 一学生の 機転 が、 今

日の名刺発達のはじまりであっ たとしますと、 なかなか楽 しい気も します。

今日では、 ほんとうに
バラエ ティ豊に工夫を 凝らし た名刺 が、 まさに私 達の 分身と

して、 毎 日 頼 も し く 活 躍 して く れ て い ます。 私 は こ れ か らも、 名 刺
一 枚 一 枚 を出 会 い

の記録と して大切に していきた いものだと考え ています。 今後 は、 その 良き 出会いを

通 じて皆様 の蓄積さ れた高度な 技術が、 本市のより良 き施設づくりに有効 に生かされ

ていき ますよう心か ら念願する次第です。

終り に、 協同組合 千葉電設協 会のますますのご発展 と、 会員 皆様方のさ らなる ご活

躍をお 祈り 申し上 げます。

蓋

韓



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （９）

人事移動を振り返って

千葉市都市局建築部 電気設備課 課長補佐 高 山 健 男

千葉電設 協会の皆様には、 日 頃より、 千葉市政の事 業にご協力 を頂き あ りがとう ご

ざい ま す。

私は、 建築 部を離 れて約１０年 の間、 都市再 開発課、 検 査課、 施設建設課 と人事移動

を 経 験 し、 そ れ ぞ れの 課 で、 建 築部 に は
な い様 々 な こ と を 体 験 致 しま した。

はじめの５年間は都市再 開発 課に在籍 し現在の千葉 中央ツイ ンビルの 建設、 及 び新

町 再 開発 い わゆ る セ ン シテ ィ ビ ル の建 設 に 携 わり ま した。

再開発事 業を成り 立たせるに は、 地域住民 の合意形 成に非常な時間を費 やすこと、

こ れは地域 の方々 の財 産及び将 来の生活がか かっ てい ること を考え れば当 然のことで

す が、 一人一人の了解を得 て、 全員 の了解 を得るまでの 労務は大変なものです。

こ れ と 平 行 し て 市 内 部
、
県
、
国 と の 事 業認 可 へ 向 け ての 協 議 があ り

「、
今 ま で に な い

組織の方々 に触れる機会が得られま した。

事業施行 が始まり権利者との 打ち合わせ、 管理業者 との協 議、 種々 の施 工に向 けて

の書類関係、 各種の届出書類を チェック してみま した が大手業者とはいえ、 満足のい

くもの が提出されるとは限りませ ん。

大手建設 業者と市内の施工業 者の違いは事業の大小 であり、 資本、 つま り職人の 人

数
、
大 型 機 器 の 台 数な どの 差で あ っ て、

決 して 技 量 の 差 では な い、
こ の事 業 を 無 事 に、

発注 者の満 足する 施設を完成さ せる、 という熱 意があ ればどんな事業であ ろう とも同

じで ある こ と を痛 感 しま した。

次 の移動 先は、 検査課でした がここでは久し振り に市内施 工業者の皆さ んとも顔を

合わせる機会も生 じ懐かしさを感 じたも ので す。



Ｏｏ） （協）千 葉 電 設協 会 だより

次の３年４カ月 間は現在の施設整備課、 今年７月ま での施設建設課 に在籍しま した。

この期間は 千葉市が平成４年に計画実施 した、 一般廃 棄物 の５分別 収集事 業が 完了す

る時期でもありました。

新 浜 リ サ イ ク ル セ ン タ ー の 完 成、 新 汚 水 処 理場、 北 清掃 工 場 の 完 成 があ り ま す。 こ

のうち、 リサイクルセンターと北 清掃工場の工 事ほど思い出 深いものはありません。

同 じ大手 企業によるプラント工事 でしたが、 プラン トに対する経験年数 の差 がかな

り大きく影響 した工 事でもありま した。

清 掃 工 場 は 全 国 ど こ で も、 か なり 昔 か ら建 設 さ れ、 修 練さ れ た施 設で あ る た め、 施

工者も市と してもかなり万全の体 制で施工する ことが出来ま した。

これ に対 してリ サイ クル センター は 全国的 に経 験 年数が浅く、 ２ケ年 の短期間 で完

成させたこ ともあり 完成後、 運 転を 開始した時点 でい ろいろと作業 上不備 な点 がみら

れま した。

この不備 も運転中に徐々 に解消す ること が出来 まし たが、 施 工段 階でも う少 し真剣

に 対 応 して い れ ば、 生 じな かっ た 問 題も かな り あっ たの で は ない か と 感 じて い ま す。

市も大手 に任せているからと いう 安易 な気持ち が多 少ありま した が、 施 工者側は、

現場で上に 立つものと作業員 が いか に連携 を保つ か、 設計思想と現場作業 員が一体に

出来るかにかかっ ているかを深く 感じさせられました。

これは再 開発で感じたことと 同様 であり 施設規 模の 大小では ないという こと をここ

で も お そ わ り ま し た。

約１０年 間 に 感 じ て 来 た こ と は、 会 社 の 規模 に は 全 く 関係 な い と いう こ と。

設備課時 代にお願い した 「あ の業者さんだった らもっ とうま く施工 した だろうな」

と 何 度 も 感 じた こ と で す。

どう か電 設協会の皆さんには 千葉 市の公共建築 の施 工にた ずさわるもの と して今後

とも後世に誇れる 建設をお願いしたいと思いま す。

終りに千 葉電設協会の皆様の 益々 の ご繁栄とご多幸 をご祈 念し、 今後と も市 政発展

の た め に ご協 力 を お 願 い しま す。



（協）千 葉 電 設 協 会 だ より （１１）

公共工事発注について

概葉電設協会 理事長 岩 崎 興 二

組合員並 びに賛助会員の皆様 方には毎年厳 しさの増 す経営環境の中、 事 業運営にご

理解 ご協力頂き誠に有難う ございます。

今年度の総 会 において名称 を （協） 千 葉電設協会と改め、２１世紀に向っ て結束と協

調を計り、 地 域社会のニー ズに応え られる一層の団結 に努めてまいります。

千葉市ご当局 におかれま しても更なる ご指導、 ご協力をお願い申 し上 げます。

戦 後、 日 本 の 景 気
を支 え てき た公 共事 業 が、 国 民 か ら 疑問 視 さ れ、 大 型

プロ ジ ェ ク

ト等の見直 しが問われてき てお り、 厳 しい財 政状 況に より公 共事業のコス ト縮減が全

省庁あげて取り組んでおられます。

しかし、 社会資本整備 の歴史 が長い欧米 諸国より、 特 に地域におい ては 大きく立ち

遅れている ことは現実であ ります。

ご当局お いても財政再建によ る公共工事の抑制方針 を検討中のよう です が、 公共投

資による社 会資本整備の過程に おいて、 地域社会への 経済効果と財 政再建 の両面性に

十分 ご配慮頂き、 実施 して頂きますよう お願い申しあ げます。

公共工事 は地元中小企業育成 と発展に重要な役割を 果しており、 正に地 元企 業の運

命を左右する 命綱であります。

今回、 建 設省 の新行動計画 によると資材 及び労務費 等の単価の引 下げで なく、 不必

要な資材並 びに、 計画及 び設計 上において の無駄を無 く し、 民間工事の技 術力 を活用

したＶＥ案を取入れた施策であります。

諸施策の実施は平成１１年末 までに 完了 し、 その効果 を早めるために、 で きる限り前

倒 しで実施す ると、 記してあります６

ご当局に おいては、 財政の健 全化が優ｉ先 される 現況では あります が、 地 元経済の活



０２） （協）千 葉 電 設協 会 だ より

性化及 び発 展を促 し、 現在又将 来における市民生 活を 支え、 次世代 の大き な遺産 とな

る公共投資 による社会資本の整 備において、 大型工 事 等の分割発 注にご配慮頂き、 市

内中小企 業 に可能な 限り多くの 工事発注を頂きます よ う、 ご英断の程お願 い申 し上げ

ま す。

電設業界 においても激 変する 環境のなか各社共、 自 助努力 を重ね、 厳し い時代 を乗

り切る ため、 同業他社と の提携 等を念頭に入れ技術力、 管理能力 のアップ を計り、 経

営基盤の強化に努めてまいります。

お わり に、
ご当局 の 地 元企 業育 成施 策 に感 謝す る と 共 に、 千

葉 市 の 益々 の ご発 展 と、

会員並に賛助会員 の方々 の ご健勝 を祈念 し、 一層の公共工事発注のお願いと致 します。



（協）千 葉 電 設 協 会 だ より ０３）

非 利
（ヒ リ

法 権 天
ホウ ケン テン）

株式会社大東電設 代表取締役 渡 部 昭 夫

協同組合千 葉電設協会の 皆様今日は。

関係 官庁 及び関係各位 の皆様 方には常日 頃大変お世 話 になりま して、 有 難う ござい

ま す
。

昭 和４５年 頃 人 類 が 初 め て月 に 降 りる 瞬 間 が、
世界 の ト ッ プ ニュ ー ス で した。

そのころが私の青春時代 で当時の趣味は剣道でした。

日 本 剣 道 連 盟 に 所 属 の 剣 道 や、 どこ の 流 派 に も属 さ な い、 実践 剣 道ま で、 剣 道 に 明

け暮 れ る 毎 日 で した、 あ る 雪 の 降る 夜 中 の２時 頃 に 道 場 で、 エー イ、 と 気 合 いを 入 れ

真剣 に振り 回 していたら、 近所 の住民に大声で怒鳴ら れたりも しま した、 こんな事に

明 け暮 れた 毎 日 で した。

兵法の要 ば内に謹みて 礼儀２っ に心乱すな。

なにやら 意味のわからない事 を唱 えながら心身の鍛 練を しま したが、 な かなか悟れ

ま せ ん。

さ て、 景 気 の わ る い 昨 今 で す が、 皆 様 方 の 仕 事 の 受 注 は い か がで し．よ
う か。

先人の教えを、 振り返り学ぶことで、 これからの活路が開けるよう な気 がします。

人生これ勝負勝負である以上安楽に勝をえることは難しく困難 の連続である。

景気 が 悪 い、 政 治 が 悪 い、 だ れが 悪 い、 あれ が 悪 い、 これ が 悪 い
と 言っ て は見 ても、

経営状況は好 転しませ ん。 少々のこと で泣き言を言っている様ではいつま で経っても、

同 じ 事 で ある。



（１４） （協）千 葉 電 設協 会 だより

「蒔かぬ種は目を出さぬ」 又 「明けぬ夜は無い」 とも、 言いま す。

各社全力 投 球で頑張っている ことと思いますが、 そ の一方で、 あまり一 生懸命 すぎ

て、 今ま で 築いてきた信用や、 良い人間関係を無くす ような事のないよう に心がけた

い も ので す。

㊥ 常識な事で、 ㊨ 益 を上げても、 ⑫ 律で規制され、 ⑱ 力 で思うようになっ た
と

しても ㊦ （時の流れ、 世論、 自然の流れ） に１塒 てないのです．

欲深き人の心と降る雪は積もり、 積 もりて道 を忘 れる。

最後にな りますが、 千葉 電 設協会 の皆様方、 体 を いたわり一生 懸命頑 張りま しょ

う 。



（協）千 葉 電 設 協 会 だ より ０５）

ビジネスチャンスの到 来

松下電器産業株式会社 千葉電材営業所長 小 川 利 明

最近の建築 業界を取り巻 く環境は、 厳 しい変化が続 いています。

『経済の低成長』 『大競争 時代』 が今後 も続くこと が予想されます。

又、 そ の 一 方 で、 高 齢 化、 地 球 環境 保 護、 省 資 源、 省 エ
ネ ル ギー な ど、 本 格 的 な 成

熟社会の到 来が確実に見えてき ました。 ま た、 情報ネ ットワークの急速 な 普及は国際

規模で社会変化を一段と加 速させています。

建 築 業 界 に 携わ る 私 た ち は
、
こ の 様 な 世 の中 の 変 化 を

、
『新 しい ビ ジネ ス チ ャ ンス』

の 到 来 と 考 え る こ と は で き な い で しょう か。

過去の経 験だ けにとらわれた 仕事の進め方では、 ま さ しく大競争の荒波 に飲み込ま

れ て しま う だ け で は な い で しょ う か。

厳しい環境 だからこそ、 新 しい変化に対応すべく、 今までにない 『新 しい商品』、

今までに手 をつ けていなかっ た 『新 しい事業』、 『新 しい市場』 への取り 込みを、 こ

の 機 会 に 取り 上 げて み ては い か がで しょ う か。

た と え ば、 パ ソ コ ン が 家庭 に 普 及 して き て いる の に、 従 来 の 電話 線 や コ ンセ ン トだ、

けでは対応 しきれなくなっ てき ています。 新 築住宅着工 数が減少する中、 高気密・高

断熱住宅の着工数は確実に伸 びてきていま す。

ホ ー ム エ レ ベ ー タ ー が 新 築 住 宅 に 採用 さ れ て い ます。

こ の 様 に、
世 の 中 の 変 化 を、

新 しい 事 業 機 会 と して 積 極 的 に と ら え、
皆 様の お 仕

事 に取り組んでみ てはいかがで しょうか。

２１世 紀ま で あ と わ ずか４年、
い ま こ そ ビ ジネ ス チ ャ ンス の 到 来 で す。



（１６） （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

賛 助 会員 名 簿

資材購入等は賛助会員にお願い致しましょう

盤及 び機器メーカー部門

会 社 名 代 表 者 名 所 在 地
電 話
Ｆ Ａ Ｘ

大 崎 電 気 工 業 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 丹 波 和 雄
〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 中 央４－８－１

千 葉フコク生 命 ビル７Ｆ

０４３－２２１－５７１４

０４３－２２１－７２８３

㈱ 大 東 電 機 製 作 所
代 表 取 締 役

社 長
大 薗 力

〒２６５ 千 葉 市 若 葉 区 高 根 町９１５番ｇ３

（事 業 所） 八街 市 字 沖６０１－１

０４３－４４５－６７５１

０４３－４４５－６３２２

千 葉 電 機 ㈱ 代 表 取 締 役 和 田 龍 二 郎 〒２６４ 千 葉 市 若 葉 区 加 曽 利４７５ ０４３－２３１－８７５５

０４３－２３２－０４７９

中 立 電 機 株 式 会 社 東 関 東 支 社 芝 山 喜 次
〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 中 央 ４ 丁 目

１２－１２ 金 剛 ビル４Ｆ

０４３－２２２－０７９５

０４３－２２２－０５０８

㈱ 戸 上 電 機 製 作 所
東 関 東

営 業 所 長
南 里 司

〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 神 明 町１３－１

大 宗 神 明 ビル１０３号

０４３－２４８－７７３８

０４３－２４８－７９７０

松 下 電 器 産 業 株 式 会 社 千 葉 電 材

営 業 所 長
小 川 利 明 〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 新 田 町２２２ ０４３－２４３－２２３２

０４３－２４２－９２０２

三 邦 電 機 工 業 株 式 会 社 千 葉 営 業 所 長 丸 山 博 〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 長 洲１－２１－４
０４３－２２１－０３３８

０４３－２２１－０６６８

ミ ヤ コ 電 機 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 下 村 幸 男 〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 松 ヶ 丘 町

２０－４ 松 ヶ 丘ガーデンヒル２Ｆ

０４３－２６６－００２１

０４３－２６６－００２４

電材部門

会 社 名 代 表 者 名 所 在 地 電 話
Ｆ Ａ Ｘ

因 幡 電 機 産 業 株 式 会 社 千 葉 営 業 所 長 松 本 庄 次 郎 〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 南 町３－９－１５
０４３－２６３－６１８１

０４３－２６３－７１７３

㈱ 井 之 輪 電 商 代 表 取 締 役 井 之 輪 秀 男
〒２６４ 千 葉 市 若 葉 区 桜 木 町

２３０－４５

０４３－２３２－５１２７

０４３－２３２－６４２７

㈱ 関 東 扇 港 電 機 専 務 取 締 役 前 川 和 彦
〒２６２ 千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台

４－１３－１２

０４３－２５７－４７００

０４３－２５７－４２６４

光 良 ナ シ ョ ナ ル 電 材 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 中 村 道 雄 〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 祐 光２－１１－６
０４３－２２７－９３５８

０４３－２２５－２３９４

小 島 電 機 工 業 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 阿 部 利 美 〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 弁 天３－６－４
０４３－２５４－５７２１

０４３－２５３－３７６０

光 源 ポ リ シ ー ㈱ 代 表 取 締 役 鶴 川 光 一 〒２６０ 千 葉 市 若 葉 区 貝 塚６００－１
０４３－２３２－１８７２

０４３－２３１－３８９７

ス ズ デ ン ㈱
千 葉 営 業 部

営 業 所 長
橋 本 一 彦 〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 都 町２－２３－１２

０４３－２３２－３３６１

０４３－２３２－６４２３

千 葉 東 芝 電 材 株 式 会 社 取 締 役 社 長 鹿 山 高 男 〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 中 央 港２－４４
０４３－２４２－８１４５

０４３－２４２－８１４８

東 京 電 材 株 式 会 社 常 務 取 締 役 桑 原 寿 夫 〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 末 広３－５－７
０４３－２６４－１１２１

０４３－２６４－ＩＩ２６

ミ ツ ワ 電 機 株 式 会 社 千 葉 支 店 長 碓 井 健 児 〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 中 央 港２－５－１
０４３－２４５－１７６５

０４３－２４４－９０４５



（協）千 葉 電 設 協 会 だ より （１７）

会 社 名 代 表 者 名 所 在 地
電 話
Ｆ Ａ Ｘ

㈱ 高 岳 製 作 所
産業 事業 部都 市

開 発 営 業 部 長
南 孝 治

〒１０１ 東 京 都 千 代 田 区 神 田 神 保

町１－５０

０３－３２９２－６５７１

０３－３２９２－６５８７

千 葉 ト シ ン 電 機 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 大 竹 輝 彦
〒２６４ 千 葉 市 若 葉 区 み つ わ 台

５－１０－２

０４３－２５３－４６３１

０４３－２５３－１３１９

藤 長 電 気 ㈱
東 関 東 支 店

取 締 役 支 店 長
須 山 由 一 〒２６３ 千 葉 市 稲 毛 区 黒 砂 １－５－１４

０４３－２４１－２５５２

０４３－２４１－２４７２

㈱ 村 田 電 機 製 作 所
東 関 東

営 業 所 長
藤 川 裕 〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 祐 光４－９－１

０４３－２２２－７７６５

０４３－２２２－１８８０

弱電部門

会 社 名 代 表 者 名 所 在 地 電 話
Ｆ Ａ Ｘ

ア イ ホ ン 株 式 会 社 千 葉 営 業 所 大 津 勝 宏
〒２６４ 千 葉 市 若 葉 区 み つ わ 台

２－３４

０４３－２５６－４４４１

０４３－２５６－４８００

青 葉 通 信 設 備 株 式 会 社 代 表 取 締 役 岩 崎 良 昭
〒 ２６４ 千 葉 市 若 葉 区 桜 木 町

５１１－１３

０４３－２３２－１２００

０４３－２３１－９０９９

千 葉 ア ン テ ナ 工 事 ㈱ 代 表 取 締 役 矢 野 喜 愛 〒 ２６０ 千 葉 市 中 央 区 寒 川 町１－２１４
０４３－２２４－４３３１

０４３－２２４－７９０７

Ｄ Ｘ Ｚ
．
三∠ テ ナ 穣 式 会 替

千 葉 営 業 所 長 大 津 綾 夫
〒 ２６４ 千 葉 市 若 葉 区 西 都 賀

２－２０－４

０４３－２５３－１１２１

０４３－２５３－１１９４

宮 川 電 気 通 信 工 業 ㈱
代 表 取 締 役

社 長
宮 川 欣 丈 〒 ２６０ 千 葉 市 中 央 区 院 内１－２－１

０４３－２２５－１３１１

０４３－２２２－１３３０

㈱ 干 歳 防 災 社 代 表 取 締 役 田 中 公 平
〒 ２６６ 千 葉 市 緑 区 誉 田 町

２－２１－９９４

０４３－２９１－７４８３

０４３－２９１－２６９３

ニ ッ タ ン ㈱ 千 葉 支 店 長 宮 内 久
〒２６２ 千 葉 市 花 見 川 区 幕 張 本 郷

５－１２－５

０４３－２７５－７５７６

０４３－２７５－０１４０

日 本 ア ン テ ナ ㈱ 千 葉 営 業 所 長 池 田 英 司 〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 末 広 ２－１－１８
０４３－２６５－６４０１

０４３－２６８－１２０５

能 美 防 災 ㈱ 千 葉 支 店 長 福 井 健 一 〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 若 草 １－２－１２
０４３－２６６－０３０３

０４３－２６６－０３４４

ホ ー チ キ ㈱ 千 葉 支 社 長 田 中 孝 明 〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 新 宿 ２－３－６
０４３－２４１－５５９６

０４３－２４７－７４４９

照明部門

会 社 名 代 表 者 名 所 在 地 電 話
Ｆ Ａ Ｘ

岩 崎 電 気 株 式 会 社 千 葉 営 業 所 長 倉 持 清 〒 ２６０ 千 葉 市 中 央 区 今 井３－１４－２
０４３－２６４－６３５５

０４３－２６３－５４６１

小 糸 工 業 株 式 会 社 千 葉 営 業 所 長 篠 崎 正 彦 〒 ２６０ 千 葉 市 中 央 区 長 洲２－１３－６
０４３－２２２－９１２６

０４３－２２７－４０８１

東 芝 ラ イ テ ッ ク 株 式 会 社
千 葉 電 設

営 業 所 長
竹 山 満

〒 ２６０ 千 葉 市 中 央 区 千 葉 港４－３

千 葉 県 経 営 者 会 館４Ｆ

０４３－２４７－７２１０

０４３－２４７－５４１１

松 下 電 工 株 式 会 社
千 葉 電 材

営 業 所 長
藤 村 光 彦 〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 祐 光１－３－１

０４３－２２４－３６６１

０４３－２２５－０３２７

＊各部門五十音順 に掲載

＊太字は広告掲載 会社



（１８） （協）千 葉 電 設協 会 だ より

一 総会報告

第１３回 通 常 総会 開 催

第１３回通常総会が５月２０日３時００分より千 葉市内のグリ ー ンタワーパ レス千 葉に於い

て組合員７１名 （委任状含む） 出席のもと開催されま した。

総会議案 審議に先立ち挨拶に 立った岩崎理事長は、 ま ず千 葉市当局 に対 する要望と

会員アンケ ートの結果について 報告。 次いでこれらを 踏まえた上での 組合の在り方と

して、
「我 々 が 発 注 当局 に 要 求 さ れる こと は、 何 よ り も 技術 の 向 上 で あ る と 感 じる。

国が行う試験制 度や大手企業に情報力 で対応す ることや、 地元ＪＶ発注等に 応 じるため

の生き残り 戦略と して、 こ れか らは、 同業 他者との提 携 を 模 索 し な が ら、 経 営 に 当 る こと

も 大 事 な の で は と の 考え を 示 し
、
あ いさ つ を さ れた。

次に議案審議 に移り、 平 成８年度 事業経過 報告、 同収支決算・監 査報告、 平成９年 度

事業計画案、 同収支予算 案を原 案通り可決 承認さ れた。 又、 定款一部 変更 の件 （組合

名称変更） につ いては喜 多村副理事長よ り、 団体設立か ら３２年を経 た 今日、 社 会情勢

の変遷 や諸 般の事情、 ま た３年後にせ まっ た２１世紀 の幕 開け にむけ、 本総会を 機に名

称を変更し、 更なる躍進 を図り たい旨を説 明、 いくつ かの名称候補の中よ り 「協同組

合千葉電設協 会」 と可決承 認された。

さらに、 任期 満了に伴う 役員 改選は副理 事長の喜多 村氏、 理事の藤沼氏 退任により

下記の通り改 選された。

引 き続き、 千葉市建築 部電気設備 課より、 行政 説明を頂き総会、 説明会を終了 した。

総会終了 後、 千葉市長をはじ めとする千 葉市幹部、 千葉県中小企業団体 中央会関係

団体等のご来 賓をお招き して、 総勢１４２名の出席のもと懇親会が開催、 席上、 岩崎理



（協）千 葉 電 設 協 会 だ より ㈲

事長は 「組合 名称 変更に伴い、 組合員一 同、 心を新に２１世紀に 向って結束 ど強調をは

かり地域社 会の信頼と期待に応 え られる存在価値のあ る団体 に努めてまい る決意であ

る」 と 抱 負 を 語 り、 懇 親会 は、 午 後６時３０分 に 盛 会 裡 に 散 会。

（好地 宏）

○理事長 （代表理事）

○副理事長 （理事）

○理 事

○監 事

〔 新 役 員

岩崎 興二

桜 田 尚栄

徳久 昌之

山川 庄治

高井 晃

染谷 芳雄

宍倉 昌信

好地 宏

小川 正光

小泉 嘉規

岩井 良之

安藤 文隆

〕 （敬称略）

千葉塚田電気㈱

㈱桜田電設

城南電設企業㈱ 新任

山栄 電機 ㈱ （Ｈ９．１０月 末 退会）

㈱橋本電業社

（株噺千葉電設

昌信電機工事㈱

㈱光栄電設工業

千葉電建㈱ 新任

アイ シン電気工事㈱ 新任

旭電工㈱

安藤電気工事㈱ 新任



㈲ （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

監理技術者及び現場代理人
講習会開催について

今年度の事業計画 の一環と して、 平 成９年６月１６日ち ば共 済会館に於いて監 理技術者

及び現場代 理人講習 会が開かれました。

千葉市建 築部電 気設備課及 び財 政部検査 課より 講師 をお迎 え し、 電気 設 備課主幹野

崎氏より課 内のそ れぞれの縦割 り及び横割り 分担の説 明に始 まり、 検査課 主幹佐々 木

氏 に依る中 間技術 検査及び社内 検査詳細説明 後、 電気 第 二係 古内係長に依 る 「現場管

理あれこれ」 という 講義 内容で、 施工管 理に関する 監督員の立場 及 び業務から始まり、

施 工計画、 工程管 理、 品質管理 から安 全管 理に致るま で、 こ とこまかく例 をあ げ非常

に分かり やすく説 明があり、 組合員 （受講者１０７名） の技 術向 上に関する、 充実 した

講習 会を終了 しました。

（好地、 宍倉）

１藁羅

蝋

㌔
遡繍



（協）千 葉 電 設協 会 だ より （２１）

施設見学研修会

梅 雨 の 中６月２０日、 ２１日恒 例 の 電 設 協 会旅 行 会 が行 わ れ ま し た。 参加 人員３９名。

生憎 の雨 の為、 十国峠迂回を 中止 し早めに目的 地伊 東温泉 「青山 やまと」 に到着、

ゆっ く り 旅 の 疲 れ を い や しま し た。

伊東 の中 でも高級旅館 と呼び 声が高いだけに料理の 旨い事は勿論、 従業 員のマナー

の 良 さ に は 感 心 致 し ま し た。

会員 一同 一次 会、 二次会共、 例年以上の盛り上がり を見た事は当 然だっ たと思 いま

す。

翌日は蝋人形館にて精密に製作された歴史上の人物等を見て驚きの連続で した。

会員 皆一同、 沢山の土産を買って帰り、 無事旅行会を終了 致しま した。

来年もより楽 しく・より美人が多勢いる所に会員全員で旅行 に参加しま しょう。

（企画担当委員）

、

添



１勿 （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

第３６回 ゴルフコ ンペ開催

恒 例 の 電 設協 会 ゴル フ コ ンペ は３６回目 を 迎 え、 １０月７日 長 太 郎 カ ン トリ ー ク ラ ブ に

於 て、 １８名 の 参加 を 得 て 盛 大 に 開 催 さ れま した。

当 日 は、 ８時４２分 小 雨 の 降る な か の ス タ ー ト と な り ま した が、 午 後 か ら は雨 も あ が

り 絶 好 の コ ン ディ シ ョ ン、 好 ス コ ア が 期 待 さ れ る な か 午前 中 の 雨も 関係 な く、 山 田 恒

夫 氏 が４ア ン ダー で 優 勝。 コ ー ス の 林 の 中 に は 茸 も 生 え、 ま た 木 の 葉も 少 し紅 葉 つ い

て、 す っ か り 秋 を 感 じ な が ら 和 気 あ い あ い ゴル フ を 楽 しみ 一 日 を 過 ご しま した。

競技終了 後、 同クラブにて懇 親会、 表彰式が行われ 優勝他、 各賞 が授与 され和やか

な 内 に 終 了 い た しま し た。

尚、 成 績 は 次 の 通 り で す。

（幹事 伊藤電業㈱ 伊藤）

受 賞 者 名

優

２

３

勝

位

位

㈱ 北 斗 電 業

伊 藤 電 業 ㈱

大 信 電 業 ㈱

夫

司

生

恒

征

勝

田

藤

本

山

伊

山



（協）千 葉 電 設 協 会 だ より ㈲

平成９年度 経営研修会開催

千 葉 電 設協 会の 恒 例 行 事 と して
、
平 成９ 年１０月３日千 城 台 コ ミ ュニ テ ィ セ ン タ ー に 於

いて、 協 同組 合千葉 電設協会主催 経営研修会を 開催致 しま した。

岩崎 興二理事長の挨拶で始まり、 講演会に入りま した。

千葉 市教育委員会 生涯学習部 文化 課主査庄司克先生 を講師にお迎え して、 「加曽利

貝塚と 縄文 人の生活」 の講演を受 け、 縄文時代 の知識を得ら れま した。

講 演 後 は、 例 年 の 如 く 千葉 中 央 ブ ドウ 園 にて バ ー ベ キ ュ ー 大 会、 飲 み、 食 べ、 唄 う

楽 しい 一時を過ごして頂 けた事と 思います。

皆様 には、 御多忙 中にもかか わらず、 多 数の御 出席 下さいま して有難う ございま し

た。 役 員 一 同、 心 よ り 感 謝 致 し て 居 り ます。 又、 来 年 度 の研 修 会 に は今 回、 欠 席 さ れ

た方々 も是非共、 出 席 して親睦を 深めて頂きた いと思います。

（染谷 芳雄）

噸
驚轟
畢

幾



（２４） （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

第 ４回 麻雀大会開催

去る９月２０日 （土） 残暑の 中、 会員 による麻 雀大会を 参加者２０名で 錦鯉に於 いて開

催 い た しま した。

今回の催 しに際し多 数の賛助 会員の御協力 を頂き無 事終了 する事が出来 ま した事を

感謝致します。

４時間 に及ぶ熱気 の中、 参 加者全員が真剣 に取り組 む姿は、 戦場と化 する程壮 絶な

も の で し た。

今回、 初 参加の上 に上位 入賞 で 隠れた雀士 ブリも垣 間見た思いと実力者 の力ある麻

雀 と ”口 撃” で 少 差 で 優 勝 が 決 まり ま し た。

皆、 この 時 ばかり は厳 しい日々 の仕事を しばし忘 れ、 参加者 全員 が楽 しい 一時を過

ごされた事と思います。 （福利厚 生委員）

成 績 発 表

優勝 旭 電 工 岩井 良之氏

２位 オリオ ン電気工事 小林 稔氏

３位 桜 田 電 設 桜田 勝久氏

賞 品のご提 供をいた だきま した賛助会員 様には心よりお礼申 し上 げます。

・ ア イ ホ ン ㈱ ・ 千 葉 東 芝 電 材 ㈱ ・ 東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱ ・ ㈱ 戸 上 電 機 製 作 所 ・ 日 本 ア ン テ ナ ㈱

・ホ ーチキ㈱・松下電 器産業㈱ ・松下電 工㈱ ありがとう ございま した。



（協）千 葉 電 設協 会 だ より ㈲

第１回 釣り大会開催

深ま り行く秋の 東京 湾に於い て、 第１回つ り 大会を１０月１９日予 定通り 実施する 事が

出来 ま し た。

この 日は 朝から風もなく好天 に恵ま れ、 日中は 汗ば む様な陽気の中、 釣 船からの房

総半島 の少 し早い紅葉を楽 しみ なが ら、 釣 れた魚 を自 分でさ ばき酒の肴に して、 片手

にお酒、 も う片方に は釣 竿と健 闘 しつつ、 参加者 全員 が釣れた魚を満足 げに笑みを浮

かべ 自 前 の お 土 産 を、 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス い っ ぱ い に詰 め 込 み 釣 場 を 後 に し ま した。

釣宿 の温 泉につかり 汗を流 した後、 食事をとり なが ら、 プロの料理人に よる魚のさ

ばき 方 教室 を 開 催、 表彰 式 にと 移 り、
和 や か な 楽 し い一 日 を 満 喫 しま した。

今回 参加出来なかっ た方、 次回 は是非参加 してみ てはいか がですか。

潮 風は体 にとても 良いそうですよ……… （福利厚生委員）
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㈲ （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

事 務局 だ よ り

幽 言ト 報

（組合員）

● 京葉エ フ・ディ・ケー ㈱ 取締役営業部長 山本邦彦氏 御母堂芳子様

平 成８年１１月１８日 享年８４才

● ㈲ ヒ カ ル 電 気 工 業 代表 取締役 梅本喜和氏 御母堂香月 様

平 成８年１２月１６日 享年７８才

●藤沼電設㈱ 代表取締役 藤沼清一様 （当組合理事）

平 成９年５月１１日、 心 不 全に て 死亡 （７０才） 、 組 合発 展 の 功 績 を 感 謝 し 葬儀 には、

理事 長初 め関係 者多 数 参列 し御 冥福 をお祈 り致 しま

し た 。

（奥様より一言）

昭和３８年に 千葉 に 来 て以 来、 多 くの 皆様 に可 愛が

られ、 精一杯仕事 をさせて頂 き多くの思い 出と 共に、

実に 歯切 れのいい 幕切 れで した。

先 代 の社長 は、 悔 い のな い生き様 に満足 して旅立

ちま した。 不思 議な 事 に今 では別の 所 から、 以前 に

も増 して磨きの か かっ た社 長才 配を私 共に 送っ て参

り ま す。

き っ と ま だ 死 ぬ つ も り では な かっ たの で、
心 残り なの で しょ う。

私が会社に出社すると、 必 ず左肩 にひょ いと乗ってつ いて来ます。 出来る 事な

らま だ仕事がしたいのでしょ う。 そして皆 様に生前 のご厚情にお礼を言いたいの

だと思います。 長い間あり がとう ご ざいま した。

こ れからも社員一同結束して頑張ります ので、 今後共どうぞよろしく ご指導頂

きたくお願い申 し上 げます。 代表取締役 藤沼英子



（協）千 葉 電 設 協 会 だ より 偉７）

（賛助会員）

●㈱ 大 東 電 機 製 作 所 代表取締役 大薗 力氏 御母堂ミノル様

平成９年 ９月１８日 享年９３才

●城 南 電 設 企 業 ㈱ 代表取締役 並木鷹男氏 御尊父昭様

平成９年１０月１５日 享年９１才

一 謹んでお悔 やみ申 し上げます。 一

囹 新規加 入組合員

（組合員）

㈹ ○ コ ー シ ン 電 気 ㈱ 。．
○ ㈱ 優 衡 電 設

、 聡 駄

耀雛雛 麟艦騰難
○ 千 秋 電 気 ㈱ ○ ㈱ 三共電機サー ビス

愈：雛雛 騨懸艦黙
○ 陣 野 電 設 ㈱

ｉ凝擁 代表取締役 陣野正春 氏

繊 籔住所）繍 諜 ㎝号・ （ＴＥＬ） ２３２－０６５８

（賛助会員）

○ 小糸工業 株式会社 千葉営業所 長 篠崎正彦氏

（住所） 千葉市 中央 区長洲２丁目１３番６号 （ＴＥＬ） ２２２－９１２６

囹 退 会

（組合員）

○ ㈱ 京 葉 電 設 平成８年１２月１５日付にて退会されま した。

○ 山 栄 電 機 ㈱ 平成９年１０月３１日付にて退会されま した。



㈲ （協）千 葉 電 設協 会 だ より

囹 社名変更

（組合員）

Ｈ９．７月 （新） 株式会社 粟飯原 電気

（旧） 有限会社粟飯原電気商会

Ｈ９．７月 （新） 株式会社 しま でん

（旧） しまでん設計 監視株式会社

Ｈ９．９月 （新） 株式会社北進 電設

（旧） 有限会社北進電設

囹 代表者変更

（組合員）

Ｈ９．５月 藤沼 電 設 株 式 会社

（新） 代表取締役 藤沼英子氏

（旧） 代表取締役 藤沼清一氏

Ｈ９．６月 京葉電気計装株式 会社

（新） 代表取締役 下谷栄治氏

（旧） 代表取締役社長 廣澤征雄氏

Ｈ９．７月 株 式 会 社 し ま で ん

（新） 代表取締役 太田 愼氏

（旧） 代表取締役 嶋田美治氏

（賛助会員）

Ｈ８．１０月 株式会社戸上電機 製作所

（新） 東関東営業所長 南里 司氏

（旧） 千葉営業所長 水田 正氏

Ｈ９．３月 松下電機株式会社

（新） 千葉電材営業所長 小川利明氏

（旧） 千葉電材営業所長 播磨敏次氏

Ｈ９． ４月 光 良 ナ ショ ナ ル 電材 株 式 会 社

（新） 千葉営業所長 中村道雄氏

（旧） 千葉システム営業所長 苧阪充平氏



（協）千 葉電 設協 会 だ より ㈲

Ｈ９． ４ 月

Ｈ９． ４ 月

Ｈ９． ４ 月

Ｈ９． ４ 月

Ｈ９． ４月

Ｈ９． ４月

Ｈ９． ６月

Ｈ９， ８月

スズ デン株式会社

（新） 千葉営業部営業所長

（旧） 東関東営業部千葉営業所長

株式会社千歳防災社

（新） 代表取締役

（旧） 専務取締役

千葉東芝電材株式会社

（新） 取締役社長

（旧） 代表取締役

東芝ライテック株 式会社

（新） 千葉電設営業所長

（旧） 千葉営業所長

日本 アンテナ株式会社

（新） 千葉営業所長

（旧） 千 葉営業所 長

小糸工業株式会社

（新） 千葉営業所長

（旧） 千葉営業所長

能美防災株式会社

（新） 千葉支所長

（旧） 千葉支所長

ミツワ電機株式会社

（新） 千葉支店長

（旧） 千葉支店長

橋本一彦氏

橋本一彦氏

田中公平氏

田中公平氏

鹿山高男氏

樋 口昌俊氏

竹山 満氏

永田 実氏

池田英司氏

太田光則 氏

篠崎正彦氏

土谷陽造氏

福 井健一氏

松下栄次氏

碓氷健児氏

後藤和雄氏

形第６回干葉市優良工事請負業者決定

平成９年１０月 ７日ち ば共 済会館 にて、 本 組 合員の アイシン 電気工事㈱ （代表取締

役 小泉嘉規氏）、 城南 電設企業㈱ （代 表取締役並木鷹男氏） が受 賞さ れま した。

一 おめでとう ございます。 一



⑳） （協）千 葉 電 設協 会 だ より

公共工事コス ト縮減要項について

組会員の皆様方に は、 日頃より ご協力頂きま して誠に有り がとう ござい ます。

理事長の挨 拶の中にあり ました、 コス ト縮減対策 につ いて我々業 界に必要 と思 われる

部分を下記資料より 抜粋 してみま した、 会員各 社のお役に立 てればと思い ます。

「公共工事コス ト縮減対策に 関する建設省 新行動計画」

社団 法人 全日本 建設技術協会 平成９年５月 発刊

政府行動指針およ び建設省行動 計画の解説

１．目 的

厳しい財政情 勢の 下、 限られた 財源を有効 に活用 し、 効 率的 な公共事 業の執行を

通じて、 社会資本整 備を着実 に進 め、 本格的な 高齢 化社会到 来に備える には、 早急

に有効な諸施設を実施し、 公 共工事コス トの一層 の縮減を推進していく必要がある。

２．実 施 ス ケ ジュ ー ル

各省庁は、 本行動 指針に基づき、 公共工事コス ト縮減に資する諸施策 を、 速やか

に実施するとと もに、 遅くとも平 成１１年度末ま でに完了し、 その効果が可 及的速や

かに得られるよう できる限り諸 施策を前倒 しで実施することが必要となる。

３．不 当 な しわ 寄 せ の 防 止

コ ス ト 縮 減 の 裏付 けな しに 工 事 価 格 の み を 下 げる こ と に よ っ て、 下
請 け 企 業、

資

機材供給 者、 労働者等一部の 関係 者が、 不当なしわ 寄せを被るような状 態を、 生起

さ せ て は な ら な い。

本行動 指針の基本的考え方 は、 諸施策を総合的か つ持続的に実施 し、 公共工事を

とりまく 諸環境を改善 し、 低 いコス トで、 適正な機 能・品質を持つ目的 物を建設で

きる環境作りを行うことにある。



（協）千 葉 電 設 協 会 だ より ０１）

４．コ
ス ト縮 減 の 視 点

具体的 なコス ト縮減の施策 検討にあたっては、 公 共工事をめ ぐる最近 の状況や民

間ノ ウハ ウ の活用、 科学技術の 進歩等の観点から、 以 下の事項に重点を置 いて検討し

た
。

イ） 計 画． 設計等の見直 し

ロ） 計 画段階からの民間のノ ウハ ウの積極的活用

ハ） 技術 水準の進展に対応 した各種基準の見直し

二） 社会 的規制等 調和 のとれた工事施工の実現

ホ） 公共 工事にお ける 情報化の推進

ａ．
計画 手 法の 見 直 し

社会資 本の 整備にあ たって、 必 要以上に華美や過 大なものとなっ てい ないか、 現

状のサー ビス水準が適切 か等、 社 会資 本の計画手法 に関 し原点に立ち戻 って検討を

行 う
。

（施策事例）

・公 共施 設が必 要以上に華美なもの、 過大なものとなっていないかの再検：討

・ サ ー ビス 水 準 の見 直 し

ｂ．技 術 基準 の 見 直 し

技術基 準 等が急速な科 学技術 の進歩に対応できて いるか、 基準類 の運用 が画一的

なため に不 経済な設計と なっ ていないか、 占用 等の 各種許可条件 につい て改善す る

てんはな い か等の視点 に基づ き、 公共工事担当省庁 が所管する施 設の技 術基準 につ

いて総点 検を行う。

ｃ．
設 計 基 準の 見 直 し

最適の 構 造形式、 施工 方法 等を選定 するために、 設 計の初期段 階にお いて数ケ ー

スの比較 設 計を実施している が、 比較 内容をさらに 充実させる ため の方 策を検討 す

る
。
特 に設計ＶＥ等、 よ り 幅広 い 視 点 か ら 設計 内容 を 検 討す る シス テム の 導入 を 図る。

ま た、 従 前の使用資材 を最小 とする 設計思想から施 工手間を含 め総合 価格で最小

となる 設計 思想への転換 （材 料ミ ニマムから労働 量ミ ニマムへ） をベース に、 設計

手法の見 直 しを行う。



㈱ （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

ｄ．
技 術 開発 の 推進

建 設技術の 開発にあ たっては、 国 が官民の適切 な連携の下に効率的な 研究 開発

を進め るとともに、 民間の優れた 技術力を活用することが重要である。

し か し な が ら
、
こ れ ま で 公 共 事 業 の実 施 に あ た っ て は、 そ の 安 全性 ・ 確 実 性 の 追

求や 受注 機会均等の趣 旨から、 民間 で開発された新 技術の活用について、 積極性に

欠けて い た傾向 があり、 それ が民間の技術開発イ ンセ ンティ ブを削 ぐ結 果ともなっ

て い た 。

この た め民間が積極的に技 術開発 を進めるような 仕組みを検討 し、 コ ス ト縮減に

有 効 な 新 技術 の 開 発 ・ 活 用 ・ 普 及 を図 る こ と を 検討 す る．。

ｅ．公共工事の 平準化の推進

公 共工事の実施量については、 年 間を通 じてでき る だけ一定量となる よう発 注時

期 の調 整 等により努力 をして いるところである が、 相当の波 が生 じてい るのが 実態

で ある。 平 準化 を 進 め る こ と は、 労 働 力 ・ 機 械 等 の 有効 利 用，
資 材 需 要 安 定 等 非常

に効 果が 大きいと予想 される ことか ら、 地方公共 団 体事業も含め 強力 に推進 して

い くこ と と する。

（施策事例）

・平準化に資する 工期 設定の改 善、 国庫債務負担行為等に よる 円滑な事 業の実施

・地方公共団体 にも、 国と 同様 の対応 を要請

ｆ 適 切な発注 ロッ トの設定

公共事 業の効率的執行 を図り、 コス ト縮減に資 す るためには、 中小 建 設業者等の

発注機会 の確保に配慮 しつつ 適切 な発注ロッ トの設 定を進 めるこ とが要 請されると

ころであ り、 そのため の方策 につ いて検討する。 あ わせて事業箇 所の重 点化等によ

り投資の重点化を図る。

（施設事例）

・経常 建設共同企業体の一層 の活用 を図る等によ り、 中小 建設業者等 の受注機会

の確保を図りつ つ、 適切な発注ロットの設定を推進

・地方公共団体にも、 国と同様の対応を要請



（協）千 葉 電 設 協 会 だ より （３３）

告報果結札入

３０９
．

９Ｈ～」１０εＨ
単位 ＝千円

落札日 工 事 件 名 社 名 落 札 金額

Ｈ８．１０．１ 平 和 公 園 拡 張 事 業 電 気 設 備 改 修 工 事 尾 高 電 工 ５８
，
０００

４ 市道道路照 明灯 設置 工事 （その３） 冨 田 電 機 工 業 ３０
，
２５０

７ 市営住宅高浜第３団地・電気設備改修 工事 往 宅） 伊 藤 電 業 ４０，０００

８
花 見 川 区 幕 張コミュ 才イセンター・ 高 圧 引 込 み 開 閉 器 設

置 工 事
染 谷 電 気 商 会 ２，５００

〃 桜木東公園他照明灯 設備工事 日 本 ラ イ ト 電 商 ２，８００

９ 中央浄化セ ンター・ 消化槽系 電気設備 改修工事 大 信 電 業 １６，５００

１８ 三 角 町 線 ・ 道 路 照 明 工 事 光 電 社 ６
，
３００

〃
幸 町第一中 学校他１校・同 改築電気 設備工事

（都市）
粟 飯 原 電 気 商 会 ７，８００

ク 花園小学校 他１校・改築電気設備工 事 （都市） 染 谷 電 気 商 会 ６，０００

２３ （仮 称） 千 葉 市クリーンハウス改 修 電 気 設 備 工 事 光 栄 電 設 工 業 １３
，
０００

〃
あやめ台小 学校他１校・同 改築電気 設備工事

（都市）
北 斗 電 業 ７

，
６００

〃 千 城小学校 他１校・改築電 気設備工 事 （都市） 双 葉 電 設 ８
，
２５０

１１．６ 高 浜 中 学 校・高 圧 ケ ー ブ ル 改 修 工 事 北 斗 電 業 ２，４６０

〃 みつ わ台中 学校．
高 圧ケーブル改修工事 光 栄 電 設 工 業 ２，６００

１１ 小 中台保育 所改築電気設備工事 大 信 電 業 ３０
，５
８２

ク 市 駐車場案 内シス テム詳細案内設置工事 石 本 電 設 工 業 １億２１，０００

〃 市 駐車場案 内シス テムブロック案内板設置工事 千 石 電 設 ９９
，７００

１３ 幕 張西中学 校・高圧ケーブル改修工事 染 谷 電 気 商 会 ２
，
８００

１５ 千 葉公園・ 災害対 策施設新築電気設備 工事 和 光 電 気 ５，６００

〃 県 道千葉大 網線他・道路照明灯設置工事 千 葉 電 業 社 ７，７００

〃 市 営住 宅白 旗団地・住戸改善電気設備工事 北 陽 電 機 産 業 ５，２００

２６
１
新検見川 駅第７自 転車駐 車場整備 外灯設備工事 安 藤 電 気 工 事 ２，９１０

１２．４
市 道 道 路 照 明 灯 ・ 設 置 工 事 （そ の４） 聖 電 社 １３，１００



餌） （協）千 葉 電 設協 会 だ より

落札日 工 事 件 名 社 名 落 札 金額

Ｈ８．１２．４ 市 道 道 路 照 明 灯 ・ 立 替 工 事 関 工 電 設 工 業 ３６
，０００

〃 長作 町浜野町線・道路照明工事 広 尾 電 設 １７，５００

〃 中 央 浄 化センター・ 分 配 槽 流 入 流 量 計 更 新 工 事 京 葉 エフ・ デ ィ・ ケー １３，７００

〃 南部浄化センター・ 流入水計測機器更 新工事 京 葉 電 気 計 装 ６，２００

〃
検見川 小学校 他１校・通級 指導教 室整備他 改修

電気設 備工事
染 谷 電 気 商 会 ６，６００

１６ 市道道路照明灯設置替工事 （その１） 東 陽 電 気 工 事 ８８，０００

〃 市道道路照明灯設置替工事 （その２） 城 南 電 設 企 業 ８６，４００

１７ 港公園池浄化施 設設置電 気設備工 事 野 田 電 設 工 業 ３，４００

１８ 県道千葉大網線・道路照 明設置工 事 大 西 電 設 ３２
，
２００

ク 国 道１４号 ・ 道 路 照 明 設 置 工 事 小 峯 電 業 ３３，２００

〃 薗生小学校他２校・非常用給水 電気 設備 工事 武 田 電 気 工 事 店 １８，２００

〃 蘇我小学校他３校・非常用給水 電気設備 工事 桜 田 電 設 ２４，１００

〃 高洲第３小学 校他２校・非常用給 水電気設備工事 滝 口 電 気 工 業 １８，０００

〃 三 角 町 線 ・ 道 路 照 明 工 事 （そ の２） ト マ ツ 電 設 ６，４５０

〃 市道道路照明灯設置工事 （その５） 藤 沼 電 設 １８，
０００

１７ 新宿小学校・散水設備復旧電気設備工事 （都市） 千 葉 電 建 ３，８００

１．２９
新 宿 公 園 プ ロ ム ナ ー ド ・ 電 気 設 備 工 事 冨 田 電 機 工 業 ２９，３００

５．１５
市営住宅 古市場第３団地・電気設備改修工事

（住 宅）
渡 辺 電 気 工 業 ９，９５５

〃
市営住宅 古市場第２団地・電気設備改修工事

（住 宅）
昌 信 電 機 工 事 １２，０００

〃
市営住宅 古市場第１団地・電気設備改修工事

（住 宅）
セ イ コ ー 電 設 １０，０４０

２８ 高洲 第３小学校・外部 改造電気設備工 事 （都市） 滝 口 電 気 工 業 ５，５００

〃
花見 川 区 第４小 学 校・ 外 部改 造 電気設 備 工 事

（都市）
大 東 電 設 ５，８０

０

〃 星久喜中学校・構 造改修電 気設備工 事 千 葉 電 建 ９，１
００

６．３ 末広中学校・構造改修電気 設備工事 昌 信 電 機 工 事 ３，６００

４ 蘇我中学校・構造改修電気設備工事 渡 辺 電 気 工 業 ９，５００

９ 天戸中学校・夜間照明設備設置工事 新 東 電 設 工 業 ５４，
５００



（協）千 葉 電 設 協 会 だ より ㈲

落札日 工 事 件 名 社 名 落 札 金額

Ｈ９． ６．３ 土 気 中 学 校 ・ 外 部 改 造 電 気 設 備 工 事 （都 市） 千 葉 電 建 ３，５００

９ 千城台南中学校・夜間照明 設備 設置 工事 桜 田 電 設 ５９，３００

〃 草野小学校・内部改造一期 電気設備工 事 （都市） 伊 藤 電 業 ７８，３００

１０ 若松小学校・構造改 修電気設 備工事 双 葉 電 設 ２，８１０

ｌｌ 緑消防署誉 田出張所 ・改築電 気設備工 事 城 南 電 設 企 業 ２９，０００

ク 積橋中学校・構造改 修電気設 備工事 ト マ ツ 電 設 ５，４５０

〃 稲 毛中学校・構造改 修電気設 備工事 安 藤 電 気 工 事 １４，８００

ク 大 木戸小学校・散水 電気設備 工事 金 高 電 設 工 業 ６，６００

〃 千草 台小学 校・散水 電気設備 工事 ヒ カ ル 電 気 工 業 ７，４００

１８ 川 戸中学校 ・構造改修電気設備工事 水 沼 電 業 社 １４，３００

〃 大宮 中学校 ・構造改修電気設備工事 進 和 電 気 ８，０５０

〃 検 見川小学 校・構造改修電気設備工事 染 谷 電 気 商 会 １３，９００

〃 稲 毛海岸 駅 第１自転車駐 車場新 築電気設 備工事 笈 川 光 和 電 気 １３，１００

〃 誉 田東小学 校・散水電気設備工事 千 葉 電 業 社 ５，６８０

〃 幸 町第１中学校・ 大規模 改造電気設備工事 粟 飯 原 電 気 商 会 １８，５００

２５ 都賀 小学校・大規模改造電気設備工事 聖 電 社 １６，２００

〃 さつきが丘中学校・大規模改造電気設備工事 高 率 電 設 ３４，１００

〃 椿森中学校・構造改修電気設備工事 粟 飯 原 電 気 商 会 １５，２４０

〃 新宿中学校・構造改修電気設備工事 千 葉 電 建 ８，０００

７．１４ 宮 崎 公 民 館 改 築 ・ 電 気 設 備 工 事 ア イ シ ン 電 気 工 事 ６３，０００

１６
中央消防 署宮崎出 張所 他２ヵ所・構 造改修電 気

設備工事
渡 辺 電 気 工 業 １１，８００

〃 幕張本郷中学校・増築電気設備工事 （都市） 大 東 電 設 ９，７００

２４ 花 見 川 防 潮 ゲ ー ト テ レ コ ン 設 置 工 事 豊 田 電 気 ４１，０００

〃 生浜中学校・照明改修工 事 北 陽 電 機 産 業 ８，２１０

〃 旭町 ゲー ト水位計設置 工事 京 葉 電 気 計 装 １３，０５０

３１ 花鳥総合公園 ・渓流園 照明灯設 置工事 橋 本 電 業 社 ２２，０００

３０ 小中台中学 校・ 格技場新築 電気設備工 事 （都市） 黒 田 電 気 商 会 ３，３００



（３６） （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

落札日 工 事 件 名 社 名 落 札 金額

Ｈ９．８． ６
土 気 南 小 学 校 ・ 照 明 改 修 工 事 金 高 電 設 工 業 ９，４００

〃 新 宿 小 学 校 ・ 照 明 改 修 工 事 西 千 葉 電 設
’

８，１５０

１９ 浜田緑地及び舟溜 跡公園照 明灯増設工事 染 谷 電 気 商 会 ２，７００

２０ 更科小学校・照明改修工 事 北 進 電 設 ５，２３０

ク 道路照明灯立替工事 岡 田 電 気 工 事 ３２，５００

〃 市道道路照明灯補修工事 （その１） 奄 美 電 設 ２５
，
０００

２７ 園生小学校・照明改修工事 安 藤 電 気 工 事 ７，８００

９． ２ 長 作 町 浜 野 町 線 ・ 道 路 照 明 工 事 広 尾 電 設 ３，９００

３ 市道道路照明灯設置工事 （その１） 武 田 電 気 工 事 店 １２，５００

〃 市 道道路照明灯設置工事 （そ の２） 藤 沼 電 設 １４，５００

〃 磯辺第４小学校・照明改修工事 安 藤 電 気 工 事 ８，２３０

９ 仁戸名小学校・受水槽改修電気設備工事 千 葉 電 建 ３
，
５００

ク 駐 車 場 案 内 シ ス テ ム ・ ブ ロ ッ ク 案 内 板 設 備 工 事 千 石 電 設 ３４，１００

１０ 若 松 中 学 校 ・ 照 明 改 修 工 事 陣 野 電 設 １０，２００

〃 市 道磯辺茂 呂町線・ 道路照明灯設置工 事 金 丸 電 機 １０，３００

〃 稲 毛小学校他１校・コンピ距タ室整備電機設備工事 ヒ カ ル 電 気 工 業 ５，５００

１６ 千 葉市駐車場案内システム詳細案内板 設備工事 千 葉 電 気 工 事 １億ｌｌ，５００

１７ 真 砂第５小学校・給水 設備改修 電気設備 工事 京 葉 工 業 ２
，
４００

１８ 稲 毛 第２ 小 学 校 他 １校 ・コンピュータ室 整 備 電 気 設 備

工 事
大 東 電 設 ７

，
９８０

ク
真 砂 第４ 小 学 校 他 １校 ・コンピュータ室 整 備 電 気 設 備

工 事
松 戸 電 気 ８，１００

〃 院 内 小 学 校 ・コンピュータ室 整 備 他 改 修 電 気 設 備 工 事 和 光 電 気 １２，９００

２４ 照明灯設置交換工事 川 島 電 気 設 備 ２，３００

２５ 県 道 道 路 照 明 灯 設 置 工 事 カ タ デ ン １０，０００

〃 千 城 台 南 小 学 校 他２校 ・コンゼユータ室 電 気 設 備 工 事 進 和 電 気 ７，１５０

〃 川 戸 小 学 校 他２校 ・コンピュータ室 電 気 設 備 工 事 北 陽 電 機 産 業 ７，７５０

ク 桜 木 小 学 校 他２校 ・コンゼ ユータ室 電 気 設 備 工 事 双 葉 電 設 ７，２５０



（協）千 葉電 設協 会 だ より 働

編集後記

我々を取 り巻く建設業界は バ ブル崩壊後 の民間工事 の過当競争にひきつ づき、 官公

庁において は 「公共工事コス ト 縮減対策」 の施策を遅 くとも平成１１年度末ま でに完了

し、 諸施策 を前倒 しで実施する 必 要があるとのことで す。 いよいよ試練の ときがきた

よう で す。

二十一世紀 に向 かって組 合員 一同一致 団結 して頑張りま しょう。

「千葉電設 協 会だより」 第１２号の発刊 に あたり、 市長 様を始め、 御当局並 びに、 関

係各方面の 皆様 よりご寄稿い た だき ありが とう ござい ま した。 厚くお礼申 し上 げます

とともにこ れか らも会員相 互の 親睦交流を 活発にする 為、 仕事、 趣味、 旅 行、 人生経

験等々 なんで も結構 ですの で、 是非御投 稿下さい。

皆様に喜 ばれる会報にしたいと願っ ております。

（好地）

ケ



「

躍進を続ける干葉県のメーカー

９ 動剛・ｒｏ
太 陽の限りない強力 なエ ネル ギー が美 しい自然を育み、
万物の生命の根源を なす ように、 強烈な情熱と技術力に

よって豊かな都市 づく りの一端を担っていきたい。

営業品目：高低圧受配電盤・監視盤・各種制御 盤

株式会社 大 東 電 機 製 作 所

代表取締役 大 薗 カ

事業所 〒２８９－１１ 八街市沖 字中沖６０１番地 ＴＥ…Ｌ＿ ０４３４４５６７５１番儲
」◎

Ｒ型 の 歴 史 は ホ ー チ キ の 歴 史。

■防 犯機 能十 ビル 管 理支 援機 能搭 載

■最 大９ ９台 の分 散 処理 盤（４系統〉

［総 延 長 各 系 統２，６ｋｍ］

■ １６，０ ０ ０ の ア ド レ ス の 可 能 性

■ 光 フ ァ イ バ ー ケ ー フ ル の 採 用

■自 動試 験機 能十 定 期自 動作 動試 験

十 ア ナ ロ グ 式 感 知 器 の 汚 れ 検 出 ・

補 正十予 備 電源 定期 診 断

■ タ ッ チ パ ネ ル 式９．８ イ ン チ カ ラ ー

Ｔ Ｆ Ｔ 液 晶 デ ィ ス プ レ イ （ピ ク ト

グ ラム 表示）を標 準実 装

■見 やす くわ かり や すい マッ プ機 能

の 搭載

■汎 用性 の高 いＲ型 防災 シス テム

（～ ４ ０ 万 ｍ２に 対 応）

■総 合操 作盤 評価 制 度対 応

議
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鰻
滞

Ｇ Ｒ型受信機

閣ＲＫ

■ ２ 系 統 ２ ５ ４ ア ド レ ス か ら、 １ ６

系 統２ ０３ ２ ア ドレス に対 応

（１ 系統 １ ２７ ア ドレス〉

■プ リア ラー ム機 能 標準 実装

ロア ナロ グ値モ ニタ 機能 標準 実 装

■月間履歴機能標準実装

■設 計の 自 由度 を広 げる 伝 送距 離

■汎 用性 の 高 いアナ ンシ ェー タ 接続

可 能 （最大 ３ ９台）

■ 壁 掛 ・ 自 立 型 の ２ タ イ プ、

８ 機 種 の ラ イ ン ア ッ プ

■シ ン プルな 施 工性 ・操 作性

■低 コス トで自 動試 験に 対応

■総 合操 作盤 に 対応

■ 見 や す い 液 晶 表 示、

わ かり やす い 音声 警報

■非常放送新規格対応

■防 排煙・ガ ス漏れ警 報機 能標 準実装

■充 実の シリ ア ル移 報機 能

鰯諾欝箏欝継罰
本 社 ： 而 １４１ 東 京 都 品 川 区 上 大 崎 ２．１０．４３ － ＴＥＬＯ３（３４４４）４１１１ ＦＡＸＯ３（３４４４）４１１８



先端技術で２１世紀を創造する

配 電 盤 製 造 販 売

ノ餉
ＣＨＩＢＡ ＤＥＮＫ量

千葉電機株式会社
本社 〒２６４ 千葉県千葉市若葉区加曽利町４７５－１

電 話 ０４３ （２３１）８７５５（代）

ＦＡＸ Ｏ４３（２３２）０４７９

蕪時代；の三≒ズに応える
Ｙ
ＭｌＫＵＮ畷

営業品目
屋内外 キュー ビクル式高圧受変電 設備

配 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 分 電 盤 ・ 監 視 盤

キ ュー ビクル式非常電源 専用 受電設 備

（ＰＦ－Ｓ形 １５０ｋＶＡ 屋外 用 認 定 番号 １２７号）

（ＣＢ 形 １５０ｋＶＡ 〃 ク ２６８ 号）

（ＣＢ 形 ３００ｋＶＡ 〃 〃 ２２６号）

（ＣＢ 形 ３００ｋＶＡ 屋 内 用 〃 ２８１ 号）

（ＣＢ 形 ５００ｋＶＡ 屋 外 用 〃 ２２５号〉

（ＣＢ 形 ５００ｋＶＡ 屋 内 用 〃 ２８０号）

非 常 電 源 用 分 電 盤（消 防 庁 告 示 ８ 号適 合 認 定 品）

〈＠〉 二邦電機工業株式
本 社 及 営 業 所 東 京 都 墨 田 区 本 所 ３ 丁 目２２番 ３ 号 〒１３０

水 戸 営 業 所 水 戸 市 泉 町 ２ 丁 目 ２ 番 ２９ 号 〒３１０

宇 都 宮 営 業 所 宇 都 宮 市 花 園 町 ４ 番 ユ 号 〒３２０

千 葉 営 業 所 千 葉 市 中 央 区 長洲 １ 丁 目２１番 ４ 号 〒２６０

茨 城 工 場 茨 城 県 猿 島郡 総 和 町 下大 野 ２０００ 番 〒３０６－０２

会社
藩舌０３（３６２４）３５１１㈹ ＦＡＸＯ３（３６２５）４６１６

電 話 ０２９２（２４）２２６１ ＦＡＸＯ２９２（２１）６４８４

電 話 ０２８６（３５）１９５１ ＦＡＸＯ２８６（３５）１８９２

電 話 ０４３（２２１）０３３８ ＦＡＸＯ４３（２２１）０６６８

電 話 ０２８０（９２）０７５５ ＦＡＸＯ２８０（９２）１０１４



１一■、１】頴「Ｅ
⑬イ ンテリ ア

■・Ｌ■ Ｎ：Ｅ インテ リアはフ レキシ ビ１リティーなユニッ トシステムとしてアメリカ・スク

エアディ ー社で開発・実用化さ れたシス テム です。 このシステムを 日本市場 にマッチ し、 需

要家に満足して頂ける 新配電盤 システム として改 良を加えま した。

特徴 ■標準化・ユニッ ト化さ れた機器 で構成さ れ、 品質 ・性能そ して魅力的なコス トで

提供 できる製 品です。

■ブレーカの容量の決定 は、 配電 盤設置後 でも閤に あいます。

■幹線接続工数が大幅に低減する ことができます。

■ブレーカの取付台数は従来の配 電盤より３０％多く （当社比） 取付できます。

■プレーカの取替は、 設備稼働後でも無停 電でできます。

■保守 点検およ びプレーカの交換は、 す
べ て前面 よりできま す。

■一Ｌ■ Ｎ Ｅ インテリア新配電盤システムは、

のライセンス製 品です。

ＳＱＵＡＲＥ Ｄ ＣＯＭＰＡＮＹ （アメリ カ）

電気の文化に貢献する

Ｃ凹ＯＲ ㎜ 凶」屋σ「ｎ鴎 ＣＯ 即．
中立車機樵式会社

本 社 ／ 名 古 屋 市 中 区 大 須 四 丁 目１２番８号 （東 洋 殖 産 ビル）

ＴＥＬ （０５２）２６２－２２６１ ＦＡ Ｘ （０５２） ２５１－６５５９ 〒４６０

東 京 本 社 ／ 東 京 都 台 東 区 浅 草 橋 四 丁 目２番２号

ＴＥＬ（０３）３８６５－７０００ ＦＡ Ｘ（０３）３８６５－７０１１ 〒１１１

工 場 ／ 栃 木 ・千 葉 ・ 名 古 屋 ・ 九 州

東 関 東 支 社 ／ 千 葉 市 中 央 区 中 央 四 丁 目１２番１２号 （金 剛 ビル）

Ｔ ＥＬ （０４３）２２２－０７９５ Ｆ Ａ Ｘ（０４３＞ ２２２－０５０８ 〒２６０

営 業 所 ／ 札 幌 ・ 仙 台 ・ 北 関 東 ・ 八 王 子 ・ 川 崎 ・ 長 野 ・ 静 岡

豊 明 ・ 岐 阜 ・ 三 重 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 高 松 ・ 北 九 州 ・

南 九 州 ・ 沖 縄

支 社 ／ 東 京 ・ 神 奈 川 ・ 名 古 屋 ・ 関 西 ・ 九 州



閥ａｔｉｏｎａ■

省スペース・省施工・省管理を徹底追求

● ＰＦ－Ｓ 受 電

●トラン ス容量 ～２００ｋＶＡ

●外 形寸法（ｍｍ）

Ｗ １ ６ ４０ × Ｄ７ １０ ｘ Ｈ ｌ９ ００ ｍ ｍ

● Ｐ Ｆ・Ｓ 受 電

●トラン ス容 量 ２００～３００ｋＶＡ

●外 形寸 法（ｍｍ）

Ｗ ２４４ ０× Ｄ ７１０ × Ｈ１ ９００ ｍ ｍ

「
繊

響

難

灘
欝

難

難

欝
饗”

纏
蝶
瑚

欝
鍵■

灘
ζ
羅
、
欝
難
灘
醸饗
塾
　

　

そ

ニ

キド

う

　

憲
罎…

０

珊

０
５

電

ス

Ｃ

受

ン

ロ

　

ラ

Ｈ
㏄
鉢 ㎜

ラ

で
の

伽
醗藤
脇
羅
㎜

●

……㎜呼脚容

●ＰＦ－Ｓ 受 電 は 奥 行７１０ｍｍ、
ＣＢ 受 電 は

奥 行１２８０ｍｍ

●超 コ ン パ ク ト設 計 で 限 られ た ス ペ ー ス

へ の 設置 や、リ
ニュ ーア ル 現 場 に 好適

●ＭＣＣＢは 表 面 結 線 タイ プ を 使 用 の う え、
一列配置で施工性 を向 上

●盤内作業を大幅に削減する設計構 造

●キュ ー ビクル モ ニ タ標 準 装 備 で 省 工 ネ・

電力管理 に威力を発揮

●通 信 出力 （オ プション）で 遠 隔 監 視、

群管理システムへの発展も可能

キュービクル式高圧受電設備 鍵灘

松下電器産業株式会社・松下産業機器株式会社 配電器事業部
〒 ５７１ 大 阪 府 門 真 市 松 生 町１ 番 ６ 号 大 阪 ８（０６）ｇｏｇ－２７７７ 東 京 ８（０３）３４３６－６２４１



非常電源配電設備の適正設置
御気軽に御相談下さい

社 団法人 日本電気 協会認定 品

● キュー ビクル 式非 常専用 電源 設備

（消防庁告示第 ７号適合 品）

変 圧 器 容 量 の ２００ｋＶ Ａ ・ ３００ｋ ＶＡ ・ ５００ｋＶ Ａ の 各 種

社団法 人 日本配 電盤工業会認 定品

● 低圧 で受電す る非常 電源専用 の配

電盤及び分電盤
（消防 庁告示第１０号適 合品）

配 電 盤 ・ 分 電 盤 の １ 種 ・ ２ 種 の 各 種

財団法人 日本消防 設備安全セ ンター認定 品

● 加圧送 水装置 等の制御 盤

（消 防 庁 第１１１号 第 ５ ・ １ 適 合 品）

消 火 栓 ポ ン プ 用 ・ ス プ リ ン ク ラ ー 用 の 制 御 盤 の 各 種
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ユーサーの皆様と共に伸びゆく

④ 註ヤコ電灘 蛤社
本 社 〒１３６ 東 京 都 江 東 区 南 砂 ２ 丁 目 １０ 番 １０ 号

ＴＥＬＯ３（３６４７）２７０１（代） ＦＡＸＯ３（３６４７）０９４０

千 葉 営 業 所 〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 松 ヶ 丘 町 ２０ 番 ４ 号

松 ケ 丘 ガ ー デ ン ヒ ル ２ Ｆ

ＴＥＬＯ４３（２６６）００２１（代） ＦＡＸＯ４３（２６６）００２４

藪
身近なくらしの中で、

活躍しています。

●景観照明

●スポーツ施設照明

●交通信号灯器

●道路情報表示システム

●道路気象観測システム

●駐車場案内・管理システム

●鉄道車両用機器

●航空機・鉄道用シート

●衛生機器 ●環境調節機器

照 野 謡 ，露

胤 寧 耀 離 構 戴 ・

霊 緊 じ 野 ド
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〒２６０ 千 葉市 中 央区 長，州 ２丁 目１３番６ 号 容 ０４３（２２２）９１２６ ＦＡＸ Ｏ４３（２２７）４０８１

〒１０８ 東 京都，巷区 高 輪３ 丁目 ５番２３号 紐 ０３（３４４３）９８３１ ＦＡＸ Ｏ３（３４４３）６９０８
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業界随一のネッ トワークでご奉仕する

電設資材の総合商社

ユ野『置『”＝１７非
主要代理店・特約店

東 芝 ライ テッ ク（株）・ 松 下 電 工 （株）

古 河 電 気 工 業（株）・三 菱 電 機（株）

「
一一一一 一 一 取 扱 商 品

電 線 ・ ケ ー ブ ル ・ 電 線 管 ・ レ ー ス ウ

エ イ ・ 配 線 器 具 ・ 照 明 器 具各 種 ラ ン

プ 類 ・ 変 電 所 材 料 ・ 高 低 圧 配 分 電 盤・

エ ア コ ン ・ 電 柱 装 柱 金 物 ・ モ ー ト ル ・

ト ラ ンス 高 低 圧 コ ン デ ン サ ・ 非 常用

発 電 機 ・イ ン タ ー ホ ン ・ 防 災 ラ ン プ

電動工具・電気温水器・住 宅設備機

器・家庭電化製品

〔ネットワーク〕

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

麟
職麟
轡
繕
雛
騰
麟
騰

川

荒

江

墨

浦

足

北

板

中

練

豊

中

文

越

成

品

杉

松

春

川

０４８ （２５１） ４６５１㈹ 埼 玉 県 川 口 市 川 ロ５－１５－２８

０３ （３８９４） ５１７６㈹ 東 京 都 北 区 田 端 新 町２－８－６

０３ （３６５３） ９４４１㈹ 東 京 都 江 戸 川 区 松 本 町 ２－３８－６

０３ （３６３６） ５８４１㈹ 東 京 都 江 東 区 大 島 ２－３－１４

０４８ （８５７） ３１０１㈹ 埼 玉 県 浦 和 市 中 島 ２－１０－９

０３ （３８８０） （沼２１㈹ 東 京 都 足 立 区 梅 田 ６－１０－１０

０３ （３９０３） １８６２㈹ 東 京 都 北 区 神 谷２－３８－１０

０３ （３９７３） １８１１㈹ 東 京 都 板 橋 区 大 谷 口 北 町１９－６

０３ （５３５０） ３１８１㈹ 東 京 都 中 野 区 南 台 １－２４

０３ （３９９８） ５４０２㈹ 東 京 都 練 馬 区 中 村 ２－２９－５

０３ （３９８４） ７４ｇｌ㈹ 東 京 都 豊 島 区 東 池 袋３－２３－２３

０３ （３５５１） ｇ３２１㈹ 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀２－２－１１

０３（３８１５）３（用 ㈹ 東 京 都 文 京 区 小 石 川５－３８４２

０４８ｇ （６６） ８８２２㈹ 埼 玉 県 越 谷 市 瓦 曽 根２－６－３４

０３ （３ｇ３８） ２４１１㈹ 東 京 都 板 橋 区 赤 塚４－２４－２０

０３ （３７８４） ０３５１㈹ 東 京 都 品 川 区 二 葉４－２－１２

０３ （３３３２） １１ｇｌ㈹ 東 京 都 杉 並 区 松 庵２－１５－５

０４７ （３４４）２１６１㈹ 千 葉 県 松 戸 市 馬 橋 字 岩 崎ｌｌ４７

０４８・（７６Ｄ ２５１１㈹ 埼 玉 県 春 日 部 市 大字：小 渕 山 下１１４７

０４ｇ２ （２５） 欄 ㈹ 埼 玉 県 川 越 市 山 田 西 町５７１－１

船 橋 営 業 所

市 川 営 業 所

志 木 営 業 所

久 喜 営 業 所

東久留米営業所

所 沢 営 業 所

立 川 営 業 所

川 口 北 営 業 所

八 潮 営 業 所

大 宮 営 業 所

八 王 子 営 業 所

千 葉 営 業 所

府 中 営 業 所

世 田 谷 営 業 所

大 田 営 業 所

市 原 営 業 所

千 葉 北 営 業 所

鴻 巣 営 業 所

我 孫 子営 業 所

０４７４ （６６） ２１９１㈹ 千 葉 県 船 橋 市 薬 円 台 １－１８－４

０４７ （３３５） ３１０１㈹ 千 葉 県 市 川 市 北 方２－３４－ｌｌ

Ｏ４８ （４７４） ４６２１㈹ 埼 玉 県 新 座 市 東 北１－４－２２

０４８０ （５８） ８０２１㈹ 埼玉県北葛飾郡鷲宮町大字西大輪２４８・１０

０４２４ （７３） ４１１１㈹ 東 京 都 久 留 米 市 柳 窪４－３－２１

０４２９ （２８） ４７１１㈹ 埼 玉 県 所 沢 市 南 住 吉１－１３

０４２ （５２７） ６６０１㈹ 東 京 都 立 川 市 富 士 見 町６－４７－２０

０４８ （２６７） ６８１１㈹ 埼 玉 県 川 口 市 柳 崎１－２－２８

０４８９ （９５） ０５７１㈹ 埼 玉県 八潮 市鶴ヶ 曽根字 上中通７４８－１

０４８ （６５２） ８４１１㈹ 埼 玉 県 大 宮 市 宮 原 町４－９３４

０４２６ （４２） ６６６１㈹ 東 京 都 八 王 子 市 明 神 町１－２５－８

０４３ （２５４） ５７２１㈹ 千 葉 県 千 葉 市 中 央 区 弁 天３－６－４

０４２３（６ｇ）５ｍ ㈹ 東 京 都府 中市 白糸 台１－２０－１３

０３ （３４８２） ２７１１㈹ 東 京 都 世 田 谷 区 船 橋７－１３－１

０３ （３７７８） ６８１１㈹ 東 京 都 大 田 区 中 央４－３４－３

０４３６（６２）７２８１㈹ 千 葉県市 原 市 姉崎 海岸１０９－２

０４３ （４２４）２７１１㈹ 千 葉県 千葉 市稲毛 区小深町１３３－２

０４８５ （４１） ７９１１㈹ 埼 玉 県 鴻 巣 市 宮 地 ４－２－５

０４７１ （８５＞ ５４１１㈹ 千 葉 県 我孫 子 市 柴 崎 台３－７－３３

小島電機工業株式会社

本 社 〒１１４ 東京都北区田端新町２－８－１１ 窟０３ （３８９４） ５１５１（大代）

商品センター 〒２７２ 千 葉 県 市川 市 田 尻２－３－３２ 窟（舛７ （３７０） １４０１（代表）



ＴＯＳＨＩＢＡ

地場に育まれ 奉仕し 明日へ躍進

電設資材総合卸
照 明 器 具 ・ 配 線 器 具 ・ 換 気 扇 ・ 各 種 光 源

配 電 盤 ・ 分 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 受 変 電 設 備

Ｈ Ａ 機 器 ・ Ｏ Ａ 機 器 ・ 家 電 製 品 ・ 住 宅 設 備 機 器

配 線 ・ 電 縄・ 電 線 管 及 附属 品 ・ そ の他 電 気 工 事 材 料

千葉東芝電材株式会社
本社 千葉 市中央区中央 港２丁目４番１ 号

〒２６０ＴＥＬ Ｏ４３（２４２）８１４５（代）

ＦＡＸ Ｏ４３（２４２）８ １ ４ ８

干 葉 営 業 所

電設第一営業所

電設第二営業所

市 川 営 業 所

東 総 営 業 所

木更津 営 業所

東 金 営 業 所

〒 ２６０ 千 葉 市 中 央 区 中 央 港 ２丁 目４ 番 １ 号
ＴＥＬＯ４３ （２４２） ８１４１ ＦＡＸ Ｏ４３ （２４２） ８１４８

〒 ２６０ 千 葉 市 中 央 区 中 央 港 ２ 丁 目 ４ 番１ 号
ＴＥＬＯ４３ （２４２） ８１４１ ＦＡＸ Ｏ４３ （２４２） ８１４８

〒 ２６０ 千 葉 市 中 央 区 中 央 港 ２ 丁 目 ４ 番１ 号
ＴＥＬＯ４３ （２４２） ８１４１ ＦＡＸＯ４３ （２４２） ８１４８

〒２７２ 市 川 市 二 俣 １ 丁 目 １３ 番１１ 号
ＴＥＬＯ４７ （３２８） ５００２ ＦＡＸＯ４７ （３２８） ５１１７

〒２７２－０２ 香 取 郡 大 栄 町 伊 能 ２２２ 番５ 号
ＴＥＬＯ４７８ （７３） ８１４１ ＦＡＸＯ４７８ （７３） ８１５０

〒 ２９２ 木 更 津 市 請 西 ２ 丁 目 １ 番１ ２号
ＴＥＬＯ４３８ （３７） ６１１４ ＦＡＸ Ｏ４３８ （３７） ７３８０

〒 ２８３ 東 金 市 堀 上 ２７４ 番１ 号
ＴＥＬＯ４７５ （５５） ５４８１ ＦＡＸ Ｏ４７５ （５５） ５４８４



パー トナーの 松下 電工と共に、

施工の効率化で世の中に貢献します。

紳一
今 ワ 見えてきます

蕪諜審携講
鋳二鞭 鱗 灘

馨魏璽鑓韻灘

電設資材総合商社

《ｉ＞東京電材株式会社
本 社

東 京 営業 所

千 葉 営業 所

船 橋 営 業所

野 田 営 業 所

柏 営 業 所

成 田 営 業 所

茂 原 営 業 所

東 京 都 墨 田 区 向 島 ２－２２－５ ＴＥＬＯ３ （３６２３） ７００１ （代） 〒１３１

東 京 都 墨 田 区 向 島 ２－２２－５ ＴＥＬＯ３ （３６２４） ４３３１ （代） 〒１３１

千 葉 市 中 央 区 末 広 ３－５－７ ＴＥＬＯ４３ （２６４） １１２１ （代） 〒２６０

船 橋 市 日 の 出 ２－１ ４－７ ＴＥＬＯ４７４ （３５） ７２２１ （代） 〒２７３

野 田 市 中 根 ５ ４ － ６ ＴＥＬＯ４７１ （２５） ４１１１ （代） 〒２７８

柏 市 北 柏 ２ － ２ ２ － ５ ＴＥＬＯ４７１ （６６） １２１１ （代） 〒２７７

千 葉 県 印 旛郡 富 里 町 日 吉 倉４７－２ ＴＥＬＯ４７６ （９３） ５１１１ （代） 〒２８６－０２

茂 原 市 木 崎 ２ ７ ９ － １ ＴＥＬＯ４７５（２２） ５１８１ （代） 〒２９７
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電線 ケー ブル 他 資 材 専 業 特 約 店

藤長電気株式会社
東関東支店

取締役支店長 須 山 由 一

〒２６３ 千 葉 市 稲 毛 区 黒 砂１－５－１４

Ｔ ＥＬＯ４３－２４１－２５５２ ＦＡ ＸＯ４３－２４１－２４７２

自動試験機能でラン

インテリジェント 　　システム

ＲＸ：κ一６

＝ングコストを低減！
中規模から大規模までカバーする、 最大９系統の伝送システムを構築。
大型複合ビルにおける防災システムの信頼性向上に威力を発揮します，

特 長 ・㊧

● 操 作 性、視 認 性を

大 幅にアップする

大 型ＬＣＤタッチ パネ ル

● 画 面 のハードコピー が

可 能な内 蔵 プリンタ

働

● 自 動 試 験 機 能 付 アナログ式 感 知 器 の 採用

誌

〈愈〉 ＝Ψ７二・株ｉ武会杜

の

ρ

の

千葉 支 店／〒２６２ 千 葉市 花 見 川区 幕 張本 郷５－１２－５ 倉０４３（２７５）７５７６（代 表）

本 社／〒１５１ 東 京都 渋 谷 区幡 ケ 谷１－１１－６ 雪０３（３４６８）１１１１（代 表）



〔営 業 種 目〕

放 送 設 備 ・ Ｔ Ｖ 共 聴 設 備 ・ 特 殊 音 響 設 備

親子 時計設備・イ ンターホン設備 ・表示機設備

技術と信頼 の

青葉通信設備株式会社
代表取締役 岩 崎 良 昭

千 葉 市 若 葉 区 桜 木 町 ５ １ １ 番 地 １ ３

電言舌 ０ ４ ３ （２ ３ ２） １ ２ ２ ０（㈹

自動火災報知設備設計・施工
各 種 排 煙 設 備 ・ テ レ ビ共 聴 設 備 ・ 放 送 設 備

その他消防設備

‘」猛■ｒ引曜亀： 難 千葉県代理店

難 千 歳 防 災 社
本 社：千葉県山武郡成東町富口６７４

ＴＥＬＯ４７５（８２）２８０４ ・ ＦＡＸ Ｏ４７５（８２）５３２９

千 葉 営 業 所 ： 千 葉 県 千 葉 市 緑 区 誉 田 町２丁 目２１－９９４

ＴＥＬＯ４３（２９１）７４８３ ・ ＦＡＸ Ｏ４３（２９１）２６９３



躍進する京葉地域のＣＡＴＶは

千葉アンテナへ
東京

●

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
ロ
ロ
ｏ
口

団
：１二 じ じ

，垂 ・。Ｌ

轟 電波障害解決は

信頼お ける調 査から

〒２６０ 千葉市申央区寒川町１丁目２１４番地

千葉アンテナ工事株式会社
電 話 ０４３ （２２４） ４３３１ ㈹

ＦＡＸ Ｏ４ ３ （ ２２ ４） ７９ ０７

いま、最も新しい防災テクノロジーの結晶。

●Ｒ－２２Ｓ一
高 水 準 ＧＲ

”
ス タ ン ダ ード

”
。

１０，０００
㎡ の 建物 に 対応。

一
使い やすさとハ イスペック の共 存。

５０
，
０００ｒγｆの 建 物 に 対 応。

一
大 規 模 建 物 の ため の高 品位 安 全 中 枢。

１００
，
０００ ㎡の 建 物に 対 応。

Ａ 傭 能美防災株式会社 千 葉 支 社 ／ 〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 若 草１－２－１２ Ｔｅｌ（０４３）２６６－０３０３ Ｆａｘ （０４３）２６６－０３４４



．。卜
・適
副 ワークの 恥 物 ンバ

ＮＴＴ特 約 販売 店 ・日 立 ・松 下 特約 店

デジタル 電子 交換 機・ デジタル ボタ ン電話・多 重化装置

音 声 メ ー ル シ ス テ ム ・ＬＡＮ・ ＷＡＮ ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム

デジタルコー ドレスシステム・企業内ネッ トワークシステム

ＦＡＸ・各種病院用通信機器・防災放送機器・監視力メ ラ

ＶＴＲ・ＴＶ 共 聴 設 計 ・ 施 工 ・ 保 守 ・ 工 事

⑪ 騰１鞠 宮川電気通信工業㈱
盈（０４３）２ ２ ５・１ ３ １ １（大代表）

千葉市中央区院内１－２－１ ＦＡＸ（０４３） ２ ２ ２・１ ３ ３ ０

ｒ



』」薩
ＮＩＰ Ｐ Ｏ Ｎ Ａ Ｎ Ｔ Ｅ Ｎ Ｎ Ａ

二

●伝送波数 下り５７波、上り２波

標 準 価 格 ￥１ ６８，
０００ （税 別）

情 報 逓 信 か 仕 事 τ す』

日本アンテナ 株 式舎 融
本 社 ／ 〒１１６ 東 京都 荒 川 区 西 尾 久７－４９－８ 容（０３）３８９３－５２２１（大 代）

■ 信 頼 の 全 国 ネノトワー クサ ーヒス／２９営 業 所 がお 応えしま曳



ド

圃「ＯＳＨ 旧 Ａ

この薄さが未来を大きく変える。
天井革命シリーズ「ネオスリムＶ』誕生。

欝獅界鞭聯形遡鰹騨懸灘晦墾
　 つ 　 レ セ

つ
ド 　

晦∴鰯欝驚製
ラ ン プ 管 径

嚇　庸鞠纈卿一 … ロー’ ●．’・ス リ ム で ス ッ キリ

で６
鑛５ｒ踊 ，＿ い ほ、，㌧，天 井 革 命シ躰ズ

器具の高さが約４０％スリム ー、
（従来１６０ｍｍ →１００ｍｍ） ×当 社従 末形 ホームライト王卜一
一 一 明 るさ 約１．４ 倍 アツプ

ー 一

（従 来 ５
，３７０１ｍ 一

・７
，５００１ｍ） × メロウ５ ７０ｗ 形 ＋一 般 交 疋 器一

州 ランプ寿 命 約１．５ 倍 アップ ．
（従 来 ６

，
０００ｈ ・９，

０００ｈ） ）〈 彗村 従」ｋ 形 サ ー クライン比一
ワ ンタッチ 操 作 で 取 付 け 簡 単５ 「楽 省 施 工」 ． 轟

灘 ニー
．。、
プ ルスイッチ／壁 スイッチ で も 婦

独 ・ Ｏ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ 司’能 ＾
嚇 ヘ …

藻ガ

ネ７恢リム
※１不π入リム」は不万スリム Ｖ専用ランフです。１天井革 命シリーズネオスリムＶ」には、必 ず専用ランプ「ネオスリム」をお使いくだ さい。

東 芝 ラ イ テ１りσ 株 式 会 社 千葉営業所 〒２６０千葉市中央区千葉港 凋 ＴＥＬ（０４３）２４匹７２１０
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